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タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
が
主
催
す
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
恒

例
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
、
１
月

30
日
か
ら
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
プ

ラ
ザ
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
47
丁
目
）

に
設
置
さ
れ
た
。
毎
年
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
季
節
に
愛
や
ハ
ー
ト
型
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
展
示
し
、
観
光
客

や
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
て
写
真
を
撮
っ

た
り
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
時
間
を
過
ご

す
場
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

今
年
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に

活
動
す
る
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｏ

Ｄ
Ｕ
と
、
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ

ン
・
ス
タ
ジ
オ
が
制
作
し
た
作
品

「
ハ
ー
ト
・
ス
ク
エ
ア
ー
ド
」
を
３
月

２
日
（
月
）
ま
で
展
示
し
て
い
る
。

同
作
品
は
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

立
方
体
フ
レ
ー
ム
の
集
合
体
に
２
０

０
枚
以
上
の
鏡
を
入
れ
、
周
囲
の
ビ

ル
壁
面
に
設
置
さ
れ
て
い
る
き
ら
び

や
か
な
電
光
掲
示
板
の
広
告
を
反
射

し
て
映
し
出
し
、
毎
秒
ご
と
に
違
う

表
情
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
写
真
・
鳥
居
宏
行
）

鏡
に
映
る

愛
の
魔
法

３
月
２
日
ま
で

中
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る

が
、
日
本
の
外
務
省
は
９
日
、

米
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
に
注
意
を
喚
起
す
る

最
新
情
報
を
海
外
在
留
邦
人
に

発
信
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
米

疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

は
７
日
、
最
新
の
推
計
値
を
発

表
。
２
０
１
９
〜
20
年
の
シ
ー

ズ
ン
で
患
者
数
は
２
２
０
０
万

人
に
上
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
拡

大
す
る
恐
れ
を
指
摘
し
て
い

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め

に
21
万
人
が
入
院
し
、
死
者
数

は
１
万
２
０
０
０
人
に
達
し
た

と
し
て
い
る
。
今
年
は
子
供
の

症
状
が
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
す
で
に
小
児
の
死
者
数

は
78
人
と
な
っ
た
。

同
省
で
は
次
の
よ
う
な
毎
日

の
予
防
策
を
推
奨
し
て
い
る
。

⑴
病
気
の
人
と
の
密
接
な
接
触

を
避
け
る
。
⑵
病
気
の
間
は，

他
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め

接
触
を
で
き
る
限
り
制
限
す

る
。
⑶
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
似

た
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
場

合，

医
療
を
受
け
る
こ
と
や
そ

の
他
不
可
欠
な
も
の
を
除
き，

熱
が
下
が
っ
て
か
ら
少
な
く
と

も
24
時
間
は
家
に
い
る
こ
と
。

⑷
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

は，

鼻
と
口
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

カ
バ
ー
す
る
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
、
手
を
洗
う
。

⑸
石
け
ん
と
水
で
頻
繁
に
手
を

洗
い
、
手
洗
い
が
出
来
な
い
場

合
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
。

⑹
病
原
体
の
拡
散
を
防
ぐ
た

め
、
目
、
鼻
、
口
に
触
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。
⑺
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
病
原
体
に
汚
染
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
表
面

や
物
体
を
清
潔
に
し
て
消
毒
す

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
は

例
年
１
０
月
ご
ろ
に
始
ま
り
、

５
月
ご
ろ
ま
で
続
く
。
米
国
立

ア
レ
ル
ギ
ー
・
感
染
症
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
は
、
１
９
〜

２
０
年
は
過
去
10
年
で
最
悪
規

模
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
予

測
し
て
い
る
。

第
92
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞

式
が
10
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

ド
ル
ビ
ー
・
シ
ア
タ
ー
で
行
わ

れ
ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ
監
督
の
韓
国

映
画
「Parasite

」
（
パ
ラ
サ

イ
ト
　
半
地
下
の
家
族
）
が
作

品
賞
を
含
む
主
要
４
部
門
を
受

賞
す
る
大
快
挙
と
な
っ
た
。

英
語
以
外
の
言
語
の
映
画
が

作
品
賞
を
受
賞
す
る
の
は
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
史
上
初
。
同
作
品
は

国
際
長
編
映
画
賞
（
旧：

外
国

語
映
画
賞
）
も
受
賞
、
ポ
ン
・

ジ
ュ
ノ
監
督
は
監
督
賞
、
脚
本

賞
に
輝
く
な
ど
会
場
は
「
パ
ラ

サ
イ
ト
」
フ
ィ
ー
バ
ー
に
包
ま

れ
た
。
ま
た
、
日
本
人
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
カ
ズ
・
ヒ
ロ
（
辻
一

弘
）
は
「B

om
bshell

」
で
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
＆
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ

ン
グ
賞
を
受
賞
し
二
度
目
の
オ

ス
カ
ー
獲
得
と
な
っ
た
。

（
５
面
に
関
連
記
事
）

ア
カ
デ
ミ
ー
賞

パ
ラ
サ
イ
ト
４
部
門
受
賞

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

米
国
で
猛
威

週
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国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部

は
25
日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら

８
時
30
分
ま
で
同
代
表
部
３
階

会
議
室
（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ネ
イ

シ
ョ
ン
ズ
・
プ
ラ
ザ
８
６
６
番

地
）
で
国
連
職
員
を
目
指
す
日

本
人
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ

ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
説
明
会
）

を
開
催
す
る
。

当
日
は
国
連
事
務
局
人
事
部

担
当
官
と
現
役
国
連
日
本
人
職

員
の
協
力
を
得
て
、
採
用
の
仕

組
み
や
申
請
書
の
書
き
方
の
説

明
（
英
語
）
、
面
接
時
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ド
バ
イ

ス
（
日
本
語
）
を
行
な
う
。

参
加
す
る
に
は
予
約
が
必

要
。
先
着
順
で
、
参
加
費
は
無

料
。
詳
細
と
申
し
込
み
は
国
連

代
表
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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人
事
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｙ
支
部
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
連
合

日
本
政
府
代
表
部
国
際
機
関
人

事
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｙ
支
部

jin
ji-c
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n
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国
連
職
員
目
指
す
人
に

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
本
政
府
代
表
部
で
25
日

http://www.894.or.jp/
http://www.momotaronewyork.com
https://nipponexpressusa.com/
https://youtu.be/lxu6dwASXVM
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２
月
４
日
か
ら
始
ま
っ
た
恒

例
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
日
本
か
ら

来
米
し
た
ネ
イ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
舞
台
裏
で
活
躍
し

た
。
東
京
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル

２
校
を
経
営
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
直
営
サ
ロ
ン
２
店
を
営
む
名

取
由
稀
江
さ
ん
が
、
日
本
人
ネ

イ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
10
人
を
連

れ
て
技
術
と
美
を
披
露
し
た
。

今
回
の
仕
事
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
テ
ィ
ア
・
ア
デ
オ
ラ
（T

ia
A
deola

）
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ

ョ
ー
＝
写
真
右
＝
。
ネ
イ
ル
ア

ー
ト
の
役
割
は
「
指
先
に
表
情

を
持
た
せ
る
こ
と
。
服
に
合
わ

せ
た
デ
ザ
イ
ン
と
色
で
塗
ら
れ

た
つ
け
爪
の
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
で

手
の
動
き
や
し
ぐ
さ
に
も
違
い

が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
名

取
さ
ん
。
今
回
、
30
人
の
モ
デ

ル
に
４
０
０
個
の
爪
を
３
か
月

か
け
て
創
作
し
た
と
い
う
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と

り
、
金
子
ゆ
か
り
さ
ん
は
、

「
衣
装
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
聞
い

て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
」
と
い
う
。
付
け
爪
の

素
材
は
「
ア
ク
リ
ル
」
と
「
ジ

ェ
ル
」
に
大
別
さ
れ
る
が
、
名

取
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
使
う
の
は

ウ
レ
タ
ン
ア
ク
リ
ル
樹
脂
な
ど

を
主
な
成
分
と
す
る
ジ
ェ
ル
状

素
材
で
作
っ
た
ジ
ェ
ル
。
控
室

で
髪
と
化
粧
と
爪
を
済
ま
せ
た

モ
デ
ル
た
ち
は
、
次
の
控
室
で

衣
装
を
身
に
着
け
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
や
業
界
関
係
者
が
待
ち

受
け
る
ラ
ン
ウ
エ
ー
に
次
々
と

出
て
い
っ
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

名取由稀江
ネイルアートで活躍
NYファッションウィーク

一
緒
に
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

と
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
に
、

地
下
鉄
で
叫
ん
で
い
る
男
の
人

が
い
た
。
　
あ
る
夜
は
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
で
こ
う
呼
び
か
け

て
い
る
男
の
人
を
見
か
け
た
。

Y
ou're

not
alone.

あ
な

た
は
独
り
ぼ
っ
ち
な
ん
か
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
よ
。
　
孤
独
な
人

も
、
さ
み
し
が
っ
て
い
な
い
で
、

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
　
つ

い
最
近
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き

の
男
が
地
下
鉄
に
乗
っ
て
き

た
。
ひ
も
で
首
か
ら
箱
を
ぶ
ら

下
げ
て
い
て
、
中
に
１
ド
ル
札

が
何
枚
か
入
っ
て
い
る
。
　
何

の
曲
か
わ
か
ら
な
い
が
、
陽
気

な
メ
ロ
デ
ィ
を
吹
き
始
め
た
。

音
程
は
か
な
り
ず
れ
て
い
る

し
、
音
は
大
き
い
し
で
、
近
く

で
聞
い
て
い
る
の
は
か
な
り
辛

い
。
乗
客
た
ち
は
苦
笑
し
て
い

る
。
　
彼
は
そ
ん
な
こ
と
は
お

か
ま
い
な
し
に
、
次
か
ら
次
へ

と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
を
吹
き
続

け
る
。
　
演
奏
を
終
え
る
と
、

こ
れ
は
僕
の
で
す
、
と
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
を
か
ざ
し
て
見
せ

る
。
曲
が
録
音
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
　
箱
に
お
金
を
入
れ

る
人
は
い
る
が
、
カ
セ
ッ
ト
は

誰
も
買
お
う
と
し
な
い
。
　
彼

は
再
び
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
構

え
る
と
、
今
度
は
神
妙
に
「
マ

イ
・
ウ
ェ
イ
」
を
吹
き
始
め
た
。

感
情
の
こ
も
っ
た
、
静
か
な
音

色
に
、
誰
も
が
じ
っ
と
耳
を
傾

け
て
い
る
。
　
次
の
駅
で
地
下

鉄
が
止
ま
り
、
彼
が
降
り
よ
う

と
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
拍

手
が
起
こ
っ
た
。
　
そ
の
次
の

駅
で
ま
た
地
下
鉄
が
止
ま
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、

「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
が
聞
こ
え

て
き
た
。
外
を
の
ぞ
く
が
、
彼

の
姿
は
な
い
。
ド
ア
が
開
い
て

い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
隣
の
車

両
で
吹
い
て
い
る
音
が
、
ホ
ー

ム
経
由
で
入
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
　
地
下
鉄
が
走
り
出
し
た
。

次
の
駅
で
も
、
ま
た
「
マ
イ
・

ウ
ェ
イ
」
が
聞
こ
え
て
く
る
。

そ
れ
か
ら
何
駅
か
先
の
カ
ナ

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
私
は
降

り
た
。
　
出
口
に
向
か
っ
て
ホ

ー
ム
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
の

「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
が
聞
こ
え

て
き
た
。
ふ
と
車
内
を
の
ぞ
く

と
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て

い
る
彼
が
い
た
。
　
私
と
一
緒

に
そ
の
駅
で
降
り
た
白
髪
の
老

人
が
、
私
の
前
を
歩
い
て
い
た
。

彼
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
男

に
向
か
っ
て
、
大
き
く
手
を
振

っ
た
。
　
彼
は
吹
き
続
け
た
ま

ま
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
先
を
上

に
向
け
て
、
老
人
に
応
え
て
い

た
。
　Y

ou're
not

alone.

あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
ん

で
す
よ
。
　
大
都
会
な
の
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ど
こ
か
、
そ

う
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

と
け
な
い
魔
法
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
40
万
部
突
破
の

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ

リ
ー
ズ
（
全
９
巻
）
は
文
春
文

庫
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
庫
本
で
は
改
行
の
箇
所

が
、
紙
面
で
は
１
文
字
空
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

https://books.bunshun.jp/
list/search?authors.quam

e
=

岡
田
光
世
＃

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

エッセイ連載

地
下
鉄
の
「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」

衣裳をつける前のモデルにネイルアート

をほどこす　（Photo: Weinstein Imai Kinue)

名取さん（左端）とモデル、スタッフたち

https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
http://www.iiicareer.com/
https://docomo-kaigai.com/kaigaidp/cp/mariebelle2019/
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国
連
本
部
の
広
々
と
し
た
庭

に
は
た
く
さ
ん
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
な

か
に
ド
イ
ツ
の
政
府
と
国
民
か

ら
贈
ら
れ
た
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」

が
あ
り
ま
す
。
ベ
ル
リ
ン
市
内

の
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
に
立
っ
て
い

た
現
物
で
す
。
も
と
も
と
東
ベ

ル
リ
ン
側
に
あ
り
、
今
は
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
に
向
い
た
東
面
に

は
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
壁
を
乗
り

越
え
て
身
を
寄
せ
合
う
姿
が
淡

い
青
地
の
上
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
画
家
の
カ
ニ
・
ア
ラ
ヴ
ィ

の
手
に
よ
る
作
品
で
す
。
ア
ラ

ヴ
ィ
の
目
に
は
、
壁
崩
壊
の
当

日
に
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
見

た
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
怒
涛

の
よ
う
に
西
ベ
ル
リ
ン
に
流
れ

込
ん
で
く
る
光
景
が
焼
き
つ
い

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

壁
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
後

の
冷
戦
に
よ
っ
て
東
西
に
分
断

さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
旧
東
独
内
に

離
れ
小
島
状
態
と
な
っ
た
西
ベ

ル
リ
ン
を
１
５
５
キ
ロ
に
わ
た

り
取
り
囲
む
も
の
で
し
た
。
初

め
の
う
ち
は
鉄
道
や
市
電
な
ど

も
使
っ
て
市
民
は
東
西
を
自
由

に
行
き
来
で
き
た
ベ
ル
リ
ン
で

す
が
、
自
由
と
よ
り
よ
い
生
活

を
求
め
て
西
側
に
流
出
す
る
東

側
の
市
民
が
全
人
口
の
10
％
、

１
６
４
万
人
に
も
及
ぶ
と
見
過

ご
せ
ま
せ
ん
。
東
独
を
支
配
す

る
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の

幹
部
で
後
に
国
家
評
議
会
議
長

と
し
て
最
高
指
導
者
に
な
る
ホ

ー
ネ
ッ
カ
ー
の
命
令
に
よ
り
、

１
９
６
１
年
８
月
13
日
、
一
夜

に
し
て
壁
が
建
築
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

突
然
の
壁
の
出
現
で
職
場
や

家
族
、
友
人
、
恋
人
と
離
れ
離

れ
に
さ
れ
た
市
民
た
ち
の
驚
き

と
不
安
と
絶
望
は
い
か
ば
か
り

で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
壁

を
越
え
よ
う
と
し
た
１
３
０
人

を
超
す
東
独
市
民
が
国
境
警
備

隊
に
よ
り
射
殺
さ
れ
、
ま
た
、

多
く
が
投
獄
さ
れ
る
な
ど
の
悲

劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
壁
は
１
９
８
９
年
11

月
９
日
、
一
夜
に
し
て
崩
れ
落

ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
ソ
冷
戦
の
雪
解
け
や
東
欧

革
命
が
進
む
な
か
、
東
ベ
ル
リ

ン
で
も
自
由
を
求
め
、
「
シ
ュ

タ
ー
ジ
（
秘
密
警
察
）
よ
去
れ
」

と
デ
モ
を
繰
り
返
し
、
抵
抗
し

た
人
々
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
に
逃
れ
西
独
政
府
に
保

護
を
求
め
る
東
独
難
民
も
数
千

人
に
膨
れ
上
が
り
ま
す
。
こ
の

変
革
の
波
で
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
自

身
も
失
脚
し
ま
す
。

対
応
に
追
わ
れ
た
東
独
政
府

は
そ
の
日
、
記
者
会
見
で
「
す

べ
て
の
東
独
国
民
に
出
国
を
認

め
る
」
と
発
表
し
ま
す
。
こ
れ

は
党
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
だ
っ

た
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
シ
ャ
ボ
ウ
ス

キ
ー
の
「
世
界
一
素
敵
な
勘
違

い
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
東
独
政
府
は
旅
行
の
自

由
化
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
除
く

出
国
を
意
味
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
シ
ャ
ボ
ウ
ス
キ
ー
が

記
者
に
「
い
つ
？
」
と
問
わ
れ

「
直
ち
に
」
と
答
え
た
こ
と
で
、

市
民
が
壁
に
殺
到
し
て
崩
壊
に

繋
が
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
余
り
が
経

ち
、
こ
の
壁
の
セ
グ
メ
ン
ト
は

い
ま
世
界
40
か
国
・
地
域
以
上

の
２
３
７
か
所
に
移
設
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
（
壁
の
行
先

を
調
査
す
る
独
政
府
系
基
金
の

記
録
）
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

国
連
本
部
に
置
か
れ
ま
し
た
。

以
前
、
神
戸
に
暮
ら
し
て
い

た
折
、
お
招
き
を
受
け
た
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
20
周
年
式
典
で

カ
ー
ル
ス
テ
ン
独
総
領
事
が

「
20
年
か
け
て
東
西
の
経
済
格

差
が
２
倍
に
ま
で
縮
ま
っ
た
。

東
西
の
分
断
を
乗
り
越
え
、
ド

イ
ツ
人
と
し
て
共
に
未
来
を
築

い
て
い
け
る
」
と
感
慨
深
そ
う

に
話
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
10
年
が
経
っ
た
今
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
政
府
の
報

告
書
で
は
、
東
西
統
一
を
成
功

と
感
じ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に

38
％
、
自
分
は
東
独
市
民
だ
と

考
え
る
人
た
ち
が
47
％
、
同
時

に
「
二
級
市
民
」
だ
と
感
じ
る

人
た
ち
が
57
％
。
夢
見
て
い
た

東
西
ド
イ
ツ
の
再
統
一
の
は
ず

な
の
に
、
思
い
描
い
て
い
た
未

来
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し

む
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
焦
り
を
呼
び
、

不
安
を
引
き
寄
せ
、
絶
望
は
怒

り
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
見
え
な
い
壁
は
今
日
、

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
だ
け
は
安
全
な
壁
の

中
に
引
き
こ
も
っ
て
、
外
の
世

界
は
見
て
見
な
い
ふ
り
、
も
そ

の
ひ
と
つ
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
自
ら
も
東
独
出
身
で

分
断
さ
れ
た
祖
国
の
記
憶
を
持

つ
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
30
周
年
記
念
の
式
典

で
語
っ
た
言
葉
を
も
う
一
度
か

み
し
め
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
人
々
を
排
除
し
自
由
を

押
さ
え
つ
け
る
壁
が
ど
れ
ほ
ど

高
く
て
も
、
壊
せ
な
い
壁
は
な

い
。
わ
た
し
た
ち
は
、
ど
ん
な

言
い
訳
も
せ
ず
、
自
由
と
民
主

主
義
の
た
め
に
責
任
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

（
筆
者
は
国
連
日
本
政
府
代
表

部
幹
部
の
配
偶
者
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
）

国
連
ア
ー
ト
探
訪

よ
り
よ
い
世
界
へ
の
「
祈
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
た
ち

星
野
千
華
子 ⑥

ベ
ル
リ
ン
の
壁

日
本
の
文
化
・
芸
術
を
紹
介

す
る
能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
３
月

14
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
、
聖
ジ
ー
ン
劇
場
（
東
76
丁

目
１
５
０
番
地
）
で
「
狂
言
〜

京
都
４
０
０
年
の
笑
い
」
と
題

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

国
内
外
で
の
狂
言
公
演
は
も

と
よ
り
現
代
劇
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
活
躍
す
る
大
蔵
流
狂
言

師
・
茂
山
逸
平
氏
、
茂
山
宗
彦

氏
、
島
田
洋
海
氏
を
招
き
、
狂

言
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。
「
狂

言
は
室
町
時
代
の
庶
民
の
日
常

の
言
葉
の
会
話
劇
」
と
語
る
茂

山
逸
平
氏
が
冒
頭
で
狂
言
の
歴

史
や
楽
し
み
方
を
解
説
し
、
古

典
狂
言
「
柿
山
伏
」
と
新
作
狂

言
「
濯
ぎ
川
」
を
上
演
。
決
ま

っ
た
形
で
動
き
を
表
す
狂
言
独

特
の
表
現
方
法
（
型
）
と
擬
音

語
・
擬
態
語
を
駆
使
し
た
「
柿

山
伏
」
と
フ
ラ
ン
ス
古
典
小
咄

「
ル
・
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
（
洗
濯
桶)

」

を
基
に
１
９
５
２
年
に
劇
作

家
、
飯
沢
匡
が
書
き
下
ろ
し
た

新
作
「
濯
ぎ
川
」
の
新
鮮
な
笑

い
を
対
比
さ
せ
て
上
演
す
る
。

入
場
料
は
一
般
40
ド
ル
、
会

員
35
ド
ル
、
学
生
20
ド
ル
（
学

生
会
員
は
15
ド
ル
）
。
問
い
合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

nfo@
nohsociety.org

ま
で
。

チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら

購
入
で
き
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

w
w
w
.nohsociety.org

狂
言
〜
京
都

４
０
０
年
の
笑
い

心
を
鎮
め
る
能

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

能
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
心

を
鎮
め
る
能
」
が
29
日
（
土
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時
45
分

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
禅
堂
正

法
寺
（
東
67
丁
目
２
２
３
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。

初
心
者
を
対
象
に
、
影
響
を

受
け
た
能
の
要
素
を
中
心
に
紹

介
し
な
が
ら
、
静
寂
な
禅
堂
の

中
で
心
を
鎮
め
な
が
ら
、
深
い

呼
吸
で
謡
と
舞
を
体
験
す
る
。

講
師
は
、
能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し

て
能
、
狂
言
、
文
楽
な
ど
を
中

心
に
日
本
伝
統
芸
能
を
米
国
各

都
市
で
企
画
・
開
催
す
る
三
輪

万
葉
さ
ん
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

中
で
幽
玄
の
世
界
を
体
現
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

参
加
費
は
20
ド
ル
、
ゼ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

会
員
は
15
ド
ル
。
申
し
込
み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://zenstudies.org/eve
nt

を
参
照
。

https://www.amnet.jp/


2020年（令和２年）2月15日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［総　合］　（4）

今
年
の
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
でN

etflix

の
作
品
が
２
つ
の

オ
ス
カ
ー
を
受
賞

し
た
。
ロ
ー
ラ
・

ダ
ー
ン
が
「
マ
リ

ッ
ジ
・
ス
ト
ー
リ

ー
」
で
助
演
女
優

賞
、
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
が
最
優

秀
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
に
選
ば

れ
た
。
さ
ら
に

特

筆

す

べ

き

こ

と

は

、

N
etflix

の
作
品
が
受
け
た

ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
数
。

全
て
の
ス
タ
ジ
オ
の
中
で

最
多
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
い

う
最
高
峰
の
舞
台
で
、
映

画
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
の
同

社
の
存
在
感
が
着
実
に
高

ま
り
つ
つ
あ
る
証
拠
と
言

っ

て

も

よ

い

だ

ろ

う

。

N
etflix

は
、
ユ
ー
ザ
ー
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
注
文
し
た

映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
郵
便
で

自
宅
ま
で
届
け
る
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
レ
ン
タ
ル
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル

の
老
舗
、B

lockbuster

が
長

年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
、

「
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
さ
ん
」

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
駆
逐
し

た
。
そ
の
後
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

普
及
の
波
に
乗
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
化
か

ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
り
手
と

し
て
の
現
在
の
形
へ
見
事
な
変

貌
を
遂
げ
て
い
る
。
昨
年
末
に

公
開
さ
れ
た
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

マ
ン
』
で
は
、
監
督
は
マ
ー
テ

ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
、
俳
優
陣

は
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
と

ア
ル
・
パ
チ
ー
ノ
に
ジ
ョ
ー
・

ペ
シ
を
揃
え
、
作
品
は
極
め
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
同

作
品
の
制
作
費
は
１
５
９
億
ド

ル
、
ま
さ
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
顔
負

け
の
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
。
以
前

は
同
社
制
作
の
映
画
を
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
候
補
に
す
る
こ
と
で
す

ら
業
界
で
は
疑
問
の
声
が
挙
が

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
だ
け
映
画

業
界
で
の
基
盤
が
固
ま
っ
て
く

れ
ば
、
作
る
側
、
演
じ
る
側
に

と
っ
て
も
、
こ
の
新
し

い
映
画
ス
タ
ジ
オ
と
の

敷
居
は
低
く
な
り
、
有

名
俳
優
や
制
作
陣
の
起

用
は
今
後
も
増
え
て
い

く
だ
ろ
う
。
加
え
て
同

社
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ

マ
等
で
育
て
て
い
る
新

進
俳
優
達
の
中
に
も
大

き
く
化
け
そ
う
な
人
達

が
数
多
く
控
え
る
。
し

か
も
コ
ン
テ
ン
ツ
配
給

経
路
は
既
に
確
保
さ
れ

て
お
り
、
同
社
が
昨
年

か
ら
リ
ー
ス
し
て
い
る

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

Paris
T
heater

で
前

述
の
「
マ
リ
ッ
ジ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
や
「
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」

が
で
上
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
今

後
、
映
画
館
へ
の
逆
進
出

と
い
う
形
も
増
え
て
く
る

か

も

知

れ

な

い

。

A
m
azon

が
リ
ア
ル
な
本

屋
、A

m
azon

B
ooks

を

街
角
で
展
開
し
て
い
る
よ

う
に
、
見
方
に
よ
っ
て
は

皮
肉
な
将
来
展
開
も
透
け

て
見
え
る
。
（
え
が
わ
・
な

か
ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

江川央の DIGITAL 最前線

www.egawanakaba.com

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
イ

ヨ
ン
ヌ
に
７
日
に
寄
港
し
た
ロ

イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル

ー
ズ
船
の
乗
客
４
人
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
疑

い
が
あ
る
と
し
て
病
院
で
検
査

を
受
け
た
が
、
４
人
と
も
陰
性

だ
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
は
１
月
27
日
に

バ
イ
ヨ
ン
ヌ
を
出
航
、
４
０
０

０
人
あ
ま
り
が
乗
船
し
て
い
た

が
最
近
中
国
を
訪
れ
た
20
人
以

上
の
乗
客
が
お
り
、
一
部
の
乗

客
が
呼
吸
器
疾
患
を
発
症
し
て

い
た
。
27
人
が
検
査
を
受
け
、

そ
の
う
ち
の
４
人
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
疑
い

が
あ
る
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
の
大
学
病
院
で
検
査
を
受
け

た
。
４
人
の
う
ち
２
人
は
最
近
、

感
染
の
中
心
地
で
あ
る
湖
北
省

で
は
な
い
が
中
国
を
訪
れ
て
い

た
。
残
り
の
２
人
は
そ
の
家
族
。

フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ

州
知
事
は
８
日
、
４
人
と
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
は
な
か

っ
た
と
発
表
、
「
現
在
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
は
新
規
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
確
定
症
例
は
な

く
、
住
民
へ
の
リ
ス
ク
は
低
い

ま
ま
で
す
」
と
述
べ
た
。
４
人

の
う
ち
３
人
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
だ
っ
た
。
同
じ
船
室
に
い
た

と
い
う
。
別
の
泉
質
に
い
た
も

う
一
人
に
症
状
は
な
か
っ
た
。

４
人
と
も
退
院
が
許
可
さ
れ

た
。ク

ル
ー
ズ
船
を
運
航
す
る
ロ

イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
は
船
内

清
掃
な
ど
で
出
航
が
遅
れ
た
た

め
10
日
、
次
の
旅
程
は
バ
ハ
マ

で
は
な
く
バ
ミ
ュ
ー
ダ
に
変
更

し
た
。
ま
た
、
通
知
が
あ
る
ま

で
は
、
中
国
、
香
港
、
ま
た
は

マ
カ
オ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持

す
る
人
や
過
去
15
日
間
に
中
国

本
土
、
香
港
、
ま
た
は
マ
カ
オ

か
ら
来
た
人
、
ま
た
は
中
国
本

土
、
香
港
、
マ
カ
オ
を
旅
行
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
国
籍
に
関

係
な
く
乗
船
を
拒
否
す
る
と
の

規
定
を
定
め
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
似
た
症
状
の
あ
る
人
な

ど
へ
の
健
康
診
断
も
必
須
に
し

た
。Ｃ

Ｄ
Ｃ
（
疾
病
予
防
管
理
セ

ン
タ
ー
）
は
７
日
、
国
内
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
人
が
１
人
増

え
、
12
人
に
な
っ
た
と
発
表
し

た
。
州
別
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
６
人
、
イ
リ
ノ
イ
州
２
人
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
が
そ
れ
そ
れ
一

人
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
検

査
中
の
も
の
も
あ
る
が
10
日
時

点
で
は
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

国
土
安
全
保
障
省
に
よ
れ

ば
、
現
在
、
過
去
２
週
間
以
内

に
中
国
を
旅
行
し
た
外
国
人
の

大
半
は
入
国
が
拒
否
さ
れ
る
。

た
だ
し
米
国
市
民
、
永
住
者
、

乗
務
員
の
直
接
の
家
族
に
対
し

て
は
例
外
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

昨
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光

章
を
受
章
し
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
ア
ケ
ア

ン
代
表
取
締
役
社
長
、
八
木
秀

次
（
八
木
秀
峰
ボ
ン
）
さ
ん
の

祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
７
日

夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

山
野
内
勘
二
大
使
の
主
催
に
よ

り
大
使
公
邸
で
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
八
木
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
の
先
駆
者
と
し
て

の
功
績
、
日
本
食
分
野
で
の
社

会
貢
献
に
係
る
功
績
、
日
系
人

社
会
及
び
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
貢
献
に
係
る
功
績
が
認
め

ら
れ
て
叙
勲
し
た
。
当
日
は
ス

ー
ザ
ン
大
沼
、
ゲ
イ
リ
ー
森
脇

新
旧
日
系
人
会
会
長
は
じ
め
、

櫻
井
本
篤
前
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
理
事
長
ら
招
待
客
が

大
勢
詰
め
か
け
八
木
さ
ん
の
叙

勲
を
祝
福
し
た
。

来
米
し
た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
海
外
普
及
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｒ

Ｏ
）
の
加
藤
一
隆
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を

述
べ
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
米
国
各
地
に
お
け
る

日
本
食
、
日
本
酒
ブ
ー
ム
の
発

展
の
最
大
の
功
労
者
」
と
称
え

た
。
八
木
さ
ん
は
、
昨
年
12
月

に
東
京
の
外
務
省
本
省
で
叙
勲

伝
達
を
受
け
て
い
る
。
　

１
９
７
６
年
に
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
の
野
菜
の
卸
売
業
を

ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
常
に
時
代

を
先
取
り
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ブ

ー
ム
と
な
る
前
か
ら
寿
司
や
日

本
酒
、
蕎
麦
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

と
い
っ
た
各
種
専
門
店
の
形
態

で
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を

次
々
に
開
業
（
平
成
30
年
末
時

点
で
16
店
舗
）
、
先
駆
と
な
っ

て
Ｎ
Ｙ
の
新
た
な
日
本
食
市
場

を
牽
引
、
そ
の
拡
大
に
顕
著
に

貢
献
し
た
。
平
成
29
年
に
は
第

11
回
日
本
食
海
外
普
及
功
労
者

表
彰
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を

受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
五
絆
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の

理
事
を
、
同
団
体
の
設
立
時
か

ら
務
め
、
日
米
料
理
界
の
架
け

橋
と
な
る
諸
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
食
文
化
交
流
を
通
じ

た
日
米
間
の
理
解
を
醸
成
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
超
え
て
日
本
食
・

食
文
化
の
米
国
に
お
け
る
普
及

等
に
顕
著
に
貢
献
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
海
外
普

及
推
進
機
構
）
Ｎ
Ｙ
支
部
の
設

立
当
初
（
平
成
20
年
）
か
ら
同

支
部
に
お
い
て
牽
引
役
と
な

り
、
現
在
は，

同
支
部
の
世
話

人
（
支
部
長
は
空
席
）
と
い
う

立
場
で
各
種
事
業
の
企
画
・
実

施
等
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

ほ
か
、
各
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
組
合
の
設
立
に
向

け
て
も
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
平
成
10
年
か
ら

毎
年
11
月
に
日
米
ソ
ー
シ
ャ

ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）

と
協
力
し
、
同
人
の
経
営
す

る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
貸
切
り
に

し
て
「
敬
老
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

ラ
ン
チ
」
を
無
料
で
開
催
し
、

日
系
社
会
の
高
齢
者
か
ら
も

厚
く
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
１
９
９
０
年
か
ら

同
社
の
所
在
す
る
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

地
区
に
て
日
本
祭
り
を
企

画
・
運
営
し
、
10
年
間
継
続

す
る
な
ど
、
治
安
が
良
い
と

は
言
え
な
か
っ
た
同
地
区
を

ジ
ャ
パ
ン
タ
ウ
ン
と
し
て
盛

り
上
げ
、
賑
わ
い
を
創
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
警

察
署
が
主
催
す
る
ク
リ
ス
マ

ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
20
年
以

上
継
続
し
て
寄
付
を
行
う
な

ど
、
地
元
住
民
と
の
親
交
も

深
く
、
若
き
経
営
者
の
模
範

と
し
て
Ｎ
Ｙ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

業
界
で
は
「
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
日
本
食
大
使
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

八
木
さ
ん
は
「
50
年
夢
の

地
平
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
こ

れ
た
の
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

皆
様
の
支
え
と
家
族
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
の

私
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
叙
勲
の
喜
び
を
語
っ
た
。

日
本
の
祭
り
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友
の
会

（
リ
ン
ゼ
イ
芥
川
笑
子
理
事
長
）

は
３
月
31
日
付
で
閉
会
し
、
20

年
間
の
活
動
に
幕
を
下
ろ
す
。

同
会
は
日
本
国
内
や
他
の
支
部

と
は
別
格
で
、
丸
山
敏
秋
倫
理

研
究
所
理
事
長
直
轄
の
組
織
と

し
て
活
動
を
続
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
系
社
会
の
親
睦
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
春
の

ラ
ン
チ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

石
岡
瑛
子
な
ど
著
名
人
を
招
い

て
開
催
さ
れ
る
秋
の
総
会
な
ど

は
Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
の
恒
例
行
事

的
存
在
だ
っ
た
。
４
月
23
日

（
木
）
に
フ
ェ
ア
ウ
エ
ル
・
パ

ー
テ
ィ
ー
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
丸
山
理

事
長
が
来
米
し
て
開
催
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
２
１
２
・
８
６

９
・
１
９
２
２
（
電
話
受
付
は

火
曜
と
水
曜
の
み
）
、

Ｎ
Ｙ
倫
理
友
の
会
閉
会

４
月
23
日
に
お
別
れ
会

林
さ
ん
は
『
水
か
ら
の
伝

言
』
『
水
は
答
え
を
知
っ
て
い

る
』
等
の
著
者
、
江
本
勝
氏

の
国
際
版
権
担
当
／
国
際
秘

書
と
な
り
２
０
１
１
年
に
江

本
勝
と
共
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
日
本
で
立
ち
上
げ
、
世

界
中
の
子
供
た
ち
に
６
億
５

０
０
０
万
冊
の
絵
本
を
無
料

配
布
。
14
年
に
江
本
氏
の
他

界
後
、
彼
の
遺
志
を
継
い
で

世
界
各
地
で
講
演
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
は
Ｃ
Ｒ
Ｓ
代
表

の
香
咲
弥
須
子
さ
ん
、
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
。
司
会
は

中
村
好
子
さ
ん
。
書
籍
販
売

も
あ
る
。
参
加
費
は
45
ド
ル

（
当
日
50
ド
ル
）
。
問
い
合
わ

せ
は
電
話
６
２
６
・
３
５

３
・
４
１
０
４
（
中
村
さ
ん
）

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳
細
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://jp.crsny.org

参
照
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
モ
ト
ピ

ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事

務
局
長
／
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
林
美
智
子
さ
ん

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
講

演
会
「
水
か
ら
の
伝
言
」
が

３
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
４
時
15
分
ま
で
、
Ｃ
Ｒ

Ｓ
（
４
番
街
１
２
３
番
地
２

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

林
美
智
子
さ
ん

Ｃ
Ｒ
Ｓ
で
講
演

水
か
ら
の
伝
言

米
国
国
勢
調
査
・
セ
ン
サ
ス

に
向
け
た
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
協
力
と
団
結
を
図
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
米
国
国

勢
調
査
・
セ
ン
サ
ス
へ
の
キ
ッ

ク
オ
フ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が

26
日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
丁
目
11
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
国
勢
調
査
局
、

山
野
内
勘
二
総
領
事
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
代
表
が
集
ま
り
、
日

本
人
・
日
系
人
の
国
勢
調
査
へ

の
参
加
促
進
を
呼
び
か
け
る
。

当
日
は
セ
ン
サ
ス
の
日
本
人
・

日
系
人
担
当
、
小
林
明
香
プ
レ

ス
テ
ィ
ア
さ
ん
が
詳
細
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
誰
で
も
参
加
可

能
。
参
加
希
望
者
は
電
話
２
１

２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

info@
jaany.org

ま
で
。

国
勢
調
査
を
開
始
宣
言

Ｊ
Ａ
Ａ
で
公
開
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

山
野
内
大
使
夫
妻
か
ら
祝
福
さ
れ
る
八
木
さ
ん
ご
家
族

八
木
さ
ん
の
叙
勲
祝
う

旭
日
双
光
章
を
胸
に
感
謝
の
言
葉

大
使
公
邸
で
祝
賀
会
盛
大
に

中
国
人
旅
行
者
ら
乗
船
拒
否

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
乗
船
客
を
検
査

Ｎ
Ｊ
寄
港
の
客
船
で
コ
ロ
ナ
疑
い

新時代の映画会社Netflix

http://www.919usa.com
https://ibec-usa.com/
https://mikoto-inc.com/nys


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和２年）2月15日（土）

●NJ補習授業校初等部１年生入学説明会のお知らせ＝22日（土）午前９
時30分から10時15分まで。借用校（Paramus Catholic High School）
425 Paramus Road, Paramus, NJ o7652、当日の電話201-493-9222.。
●2020年 日本クラブ冬季テニス２月大会 ＝ 2/22（土）・29日（土）

「サロンパス杯」 オープンダブルスＡ大会/同Ｂ大会 (スポンサー賛助協
力：ソフトバンク)、「資生堂杯」 女子ダブルス大会
会場：Cary Leeds Tennis Center（Bronx, NY）　申
込み・問合せ： hnaito@nipponclub.org または、212-
581-2223（内藤まで）●へルシーでチャリティーな
やさしいダンス&ヨガクラスで心身共にデトック
ス！＝22日（土）午後５時から７時45分 、23日（日）
午後２時から午後４時45分まで。連絡先 　TEL:
646-420-2344  SHIMURA EMAIL:    fusedanceny@gmail.com●能ワ
ークショップ＝29日午後３時30分から４時45分まで。ニューヨーク禅堂
正法寺（東67丁目223番地）参加費20ドル。静寂な禅堂で心を鎮める。
講師は能ソサエティーの三輪万葉さん。●ほくほく会（東北６県と北海
道）主催東日本大震災追悼式典＝３月８日（日）午後１時30分からNY

日系人会（西45丁目49番地11階）。ほくほく会会員でなくても誰でも参
加できる。無料。第２部は懇談、演芸など。●東日本追悼式典／第９回
TOGETHER FOR 3.11＝３月８日（日）午後４時45分から。市内ファース
ト・キリスト教会（西68丁目10番地／セントラルパークウエスト）。被
災地からのビデオメッセージ、NYから風の環少年少女合唱団の合唱があ

る。参加無料。●「副業でしっかりお金を増やす！」
Villagewell LLC 主催FX 1 Day セミナー 開催＝28日

（金）１部午後１時30分から午後４時30分。第２部
午後６時から午後９時まで。会場グローバルラボグ
ローバルラボ （545 8th Ave., #1410   8番街、37
丁目と38丁目の間）参加費:  1部、2部共に25ドル

（定員: 各20人） お申し込み・お問い合わせ:　info
＠Villagewellusa.com （ビレッジウェル・村井）●今を楽しみエイジレ
スでヘルシーライフを！＝HANAXILE ALL STAR NYの新メンバー募
集！！初心者から経験者、現役ダンサー、ダンス好きな方大歓迎！基本
的に４０歳以上の現役アクティブ世代対象ですが、年齢は問いません。
連絡先；志村　646-420-2344　 fusedanceny@gmail.com

www.nyseikatsu.comで詳報

人影失せたチャイナタウン
今
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
は

「
パ
ラ
サ
イ
ト
」
の
躍
進
を
除

け
ば
ほ
ぼ
「
本
命
」
が
オ
ス
カ

ー
を
獲
得
。
俳
優
陣
で
は
ホ
ア

キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
主
演

男
優
賞
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
）
、
レ

ネ
ー
・
ゼ
ル
ウ
ィ
ガ
ー
（
主
演

女
優
賞
、
ジ
ュ
デ
ィ
）
、

ブ
ラ

ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
（
助
演
男
優
賞
、

ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ

ム
・
イ
ン
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
）
、

ロ
ー
ラ
・
ダ
ー
ン
（
助
演
女
優

賞
、
マ
リ
ッ
ジ
・
ス
ト
ー
リ
ー
）

ら
が
順
当
に
受
賞
。

ま
た
撮
影
賞
は
「
１
９
１
７
」

の
ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ィ
ー
キ
ン

ス
、
編
集
賞
は
「
フ
ォ
ー
ド

v
s

フ
ェ
ラ
ー
リ
」
の
マ
イ
ケ

ル
・
マ
カ
ス
カ
ー
と
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
。
長
編

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
。

ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
段
階
で
は

「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」
が
11
部
門
に

入
り
ト
ッ
プ
。
次
い
で
「
１
９

１
７
」
、
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の

「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
、
タ
ラ

ン
テ
ィ
ー
ノ
監
督
の
「
ワ
ン

ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・

イ
ン
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
が
10
部

門
だ
っ
た
が
、
結
局
、
６
部
門

で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
「
パ
ラ

サ
イ
ト
」
が
４
部
門
の
最
多
受

賞
と
な
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
別
で

は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
が
ソ
ニ

ー
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
な
ど
の
大
手

を
抑
え
て
24
部
門
で
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
が
オ
ス
カ
ー
は
２
部

門
に
と
ど
ま
っ
た
。

カ
ズ
・
ヒ
ロ
さ
ん
は
第
90
回

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
「D

arkest
H

our

」
（
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ

ャ
ー
チ
ル
／
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
世

界
を
救
っ
た
男
）
で
主
役
ゲ
イ

リ
ー
・
オ
ー
ル
ド
マ
ン
を
チ
ャ

ー
チ
ル
首
相
に
変
身
さ
せ
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
部
門
で
オ
ス
カ
ー
を

受
賞
。
今
回
は
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー

ス
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
を
描
い
た

「B
om

bshell

」
で
シ
ャ
ー
リ

ー
ズ
・
セ
ロ
ン
（
キ
ャ
ス
タ
ー

の
メ
ー
ガ
ン
・
ケ
リ
ー
役
）
や

ジ
ョ
ン
・
リ
ス
ゴ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ロ
ジ
ャ
ー
・
エ
イ
ル
ズ
役
）
の

特
殊
メ
イ
ク
を
担
当
。
セ
ロ
ン

は
撮
影
時
は
毎
回
３
時
間
か
け

顎
か
ら
鼻
孔
ま
で
手
を
加
え
見

事
な
ほ
ど
に
メ
ー
ガ
ン
・
ケ
リ

ー
に
な
り
き
っ
た
。
　
（
明
）

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
担
当
者
は
４
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
「
必
ず

し
も
マ
ス
ク
着
用
は
感
染
予
防

に
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

手
洗
い
の
方
が
効
果
的
だ
と
い

う
。
一
方
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
は
、
流
行
を
広
げ
な
い

た
め
に
マ
ス
ク
を
す
べ
き
だ
と

指
摘
し
た
。

専
門
家
の
間
で
は
、
家
族
が

看
病
す
る
場
合
な
ど
、
近
く
で

症
状
が
あ
る
人
の
飛
沫
（
ひ
ま

つ
）
を
浴
び
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
マ
ス
ク
も
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
野
外
な
ど
で
は
、

マ
ス
ク
で
は
十
分
に
は
予
防
で

き
な
い
と
の
意
見
が
一
般
的

だ
。
し
か
し
、
日
本
人
は
、
予

防
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
す
る
と

い
う
意
識
が
強
い
。
欧
米
で
は

病
気
の
人
が
他
人
に
移
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
す
る
物
と

い
う
認
識
が
強
い
た
め
、
マ
ス

ク
を
し
て
い
た
東
洋
人
の
女
性

が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド

駅
地
下
鉄
ホ
ー
ム
で
黒
人
男
性

か
ら
傘
な
ど
で
襲
わ
れ
「
病
気

女
！
」
と
暴
言
を
は
か
れ
て
殴

ら
れ
る
事
件
も
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
様
子
が
動
画
で
流
れ

大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

yse
ika

tsu
.co

m

カ
ズ
・
ヒ
ロ
さ
ん
は
２
度
目

ア
カ
デ
ミ
ー
賞

いつもは大勢の歩行者で賑わうチャイナタウンの繁華街モット通り。週末の昼

時にも関わらず人影が極端に少ない（２月８日正午、写真・本紙　三浦良一）

米疾病センター（CDC)は新型コロナウイルスの予防とし
て顔につけるマスクを奨励していない。マスクはコロナウイ
ルスに感染した人やその徴候のみられる人がするべきもの
で、これは他人に感染のリスクを負わせないようにするため
のもので、感染者との濃厚接触する可能性のある医療従事者
にも必要としている。（CDCのホームページより）

ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
（
１
月
28
日
撮
影
）

CDCは顔マスクの
コミュニティーでの

予防的使用奨励しない

CDC does no t re commend that peop le
who are well wear a facemask to protect
t h ems e l ve s f r o m re sp i r a t o ry v i ru s e s ,
including 2019-nCoV.

【募金ボランティア募集】

ニューヨーク日系ライオンズクラブでは、
下記のイベントの募金活動に協力してくれる
ボランティアを募集しています。

2020 第8回
ニューヨーク合唱フェスティバル 

New York Chorus Festival

歌声ひびかせ日米親善・大合唱で東日本被災
地へエール・未来へ、つなごう青少年交流

2020年3月11日（水）
午後7時30分開場、8時開演
カーネギー大ホール

Stern Auditorium / Perelman Stage
57th Street and Seventh Avenue

入場無料

主催：文化芸能国際交流機構（JAEXA）
https://www.jaexa.org/  

問い合わせはEメール: info@nyjalc.org まで

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

ライオンズクラブの行事

http://hinomaru-limo.com
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米
国
の
確
定
申
告
で
認
め

ら
れ
る
控
除
の
中
で
、
金
額

と
し
て
大
き
い
の
は
概
算
額

控
除
と
項
目
別
控
除
と
い
え

ま
す
。
２
０
１
８
年
確
定
申

告
か
ら
人
的
控
除
は
停
止
さ

れ
ま
し
た
。
概
算
額
控
除
は

項
目
別
控
除
を
採
用
し
な
い

場
合
に
適
用
さ
れ
る
控
除
方

式
で
、
具
体
的
な
控
除
項
目

を
挙
げ
ず
に
定
額
の
控
除
が

認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
項

目
別
控
除
は
個
人
の
消
費
生

活
に
関
わ
る
経
費
で
税
法
上

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
様

式Schedule
A

に
記
入
し

て
所
得
か
ら
控
除
す
る
も
の

で
す
。
今
週
は
概
算
額
控
除

と
項
目
別
控
除
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

■
概
算
額
控
除

概
算
額
控
除
は
毎
年
消
費

者
物
価
指
数
に
基
づ
い
て
調

整
さ
れ
ま
す
。
独
身
で
あ
れ

ば
１
万
２
２
０
０
ド
ル
、
夫

婦
の
所
得
や
控
除
を
合
計
し

て
一
緒
に
申
告
す
る
夫
婦
合

算
申
告
で
は
倍
の
２
万
４
４

０
０
ド
ル
、
夫
婦
別
々
に
申

告
す
る
夫
婦
個
別
申
告
で
は

独
身
の
場
合
と
同
じ
１
万
２

２
０
０
ド
ル
と
な
り
ま
す
。

概
算
額
控
除
は
納
税
者
が
米

国
の
通
年
居
住
者
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
の
み
適
用
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
項
目
別
控
除

項
目
別
控
除
の
金
額
は
個

人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
概
算
額
控
除
よ
り
も

控
除
額
が
大
き
い
場
合
か
、

申
告
身
分
に
よ
り
項
目
別
控

除
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

項
目
別
控
除
に
限
定
さ
れ
る

場
合
と
は
、
夫
婦
個
別
申
告

を
し
て
配
偶
者
が
項
目
別
控

除
方
式
を
採
用
し
た
場
合

や
、
米
国
税
務
上
の
非
居
住

者
、
お
よ
び
居
住
者
・
非
居

住
者
両
方
の
身
分
を
有
す
る

二
重
身
分
と
し
て
申
告
す
る

場
合
な
ど
に
な
り
ま
す
。
主

な
項
目
別
控
除
は
以
下
の
通

り
で
す
。

▽
医
療
費

医
療
費
、
健
康
保
険
料
、

処
方
箋
薬
品
費
な
ど
の
合
計

が
調
整
総
所
得
の
７
・
５
％

を
超
え
る
金
額
に
つ
い
て
控

除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

７
・
５
％
の
制
限
の
た
め
に

医
療
費
控
除
は
多
く
の
人
に

と
っ
て
は
恩
恵
を
受
け
に
く

い
項
目
で
す
が
、
大
き
な
医

療
費
の
支
払
い
が
あ
っ
た
人

は
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

▽
税
金

固
定
資
産
税
、
動
産
税
の
合

計
支
払
い
額
に
対
し
て
１
万

ド
ル
の
控
除
限
度
額
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
産
税

に
関
し
て
は
米
国
内
の
不
動

産
に
対
し
て
支
払
っ
た
固
定

資
産
税
の
み
が
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

ロ
ー
ン
の
合
計
額
が
75
万

ド
ル
ま
で
。
た
だ
し
、
17
年

12
月
15
日
ま
で
に
借
り
入
れ

た
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
ロ
ー
ン
合
計
額
１
０

０
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
に
つ

い
て
控
除
可
能
で
す
。

エ

ク
イ
テ
ィ
・
ロ
ー
ン
支
払
利

子
の
控
除
は
停
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

▽
寄
付
金

現
金
寄
付
の
上
限
は
、
所

得
の
60
％
。
学
校
、
病
院
、

図
書
館
、
教
会
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
慈
善
・
文
化
・
教

育
・
科
学
団
体
な
ど
、
米
国

で
慈
善
団
体
の
認
可
を
受
け

た
組
織
へ
の
現
金
の
支
払
い

に
加
え
て
、
現
物
で
の
寄
付

も
控
除
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

寄
付
金
控
除
に
対
し
て
立
証

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
災
害
・
盗
難
損
失

政
府
認
定
の
大
規
模
自
然

災
害
以
外
の
控
除
は
停
止
さ

れ
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
、

保
険
金
で
補
填
さ
れ
な
か
っ

た
額
の
う
ち
、
災
害
１
件
に

つ
き
１
０
０
ド
ル
を
減
額
し

た
損
失
合
計
額
が
調
整
総
所

得
の
10
％
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

▽
そ
の
他
の
項
目
別
控
除

確
定
申
告
書
作
成
費
用
や

従
業
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
費
な

ど
の
調
整
所
得
の
一
定
額

（
２
％
）
を
超
え
た
額
が
控

除
さ
れ
る
控
除
項
目
は
停
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
整
総

所
得
の
足
き
り
制
限
の
対
象

に
な
ら
な
い
控
除
項
目
（
競

馬
、
宝
く
じ
な
ど
の
賭
け
事

に
よ
る
損
失
等
）
に
つ
い
て

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省

通
牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務

ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中

の
情
報
は
す
べ
て
一
般
的
な

も
の
で
あ
り
、
特
定
の
個
人

も
し
く
は
事
業
体
の
状
況
へ

の
適
用
を
意
図
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
施
行

さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ
て

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上

記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基

づ
き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
記
事
中
の
見
解

や
意
見
は
著
者
個
人
の
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ

Ｇ

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

税

金

特

集

②

概
算
額
控
除
・
項
目
別
控
除

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

須
田
洋
平

「
２
０
１
９
年
日
本
の
介
護
事
情

キ
ー
ワ
ー
ド
ト
ッ
プ
10
」
今
回

は
５
位
か
ら
２
位
で
す
。
（
西
村

の
独
自
視
点
で
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

■
５
位
　
８
０
５
０
問
題

日
本
の
行
政
の
取
り
組
み
も

着
手
が
後
手
に
な
り
す
ぎ
て
い

る
問
題
。
引
き
こ
も
り
の
若
者

が
近
年
40
〜
50
歳
代
に
な
り
、

親
も
70
〜
80
歳
で
要
介
護
者
と

な
っ
て
き
て
い
る
社
会
問
題
で

す
。
そ
ん
な
の
は
「
子
供
の
問

題
だ
」
「
50
歳
に
も
な
っ
て
、
た

だ
の
甘
え
だ
」
と
か
で
一
蹴
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
な
い
と
、
さ
ら
に
９
０
６

０
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
。
着

手
す
る
な
ら
「
こ
の
数
年
が
勝

負
」
と
思
わ
れ
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
「
高
齢
化
社
会

や
社
会
不
適
合
な
ど
で
孤
独
に

困
っ
て
い
る
人
が
急
増
し
て
い

る
社
会
問
題
」
と
し
て
18
年
11

月
に
「
孤
独
問
題
担
当
大
臣

（M
inister

for
L
oneliness

）
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
日
本
も
倣

い
た
い
事
例
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

私
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
先
週

あ
る
介
護
施
設
か
ら
「
利
用
者

の
息
子
が
悪
態
つ
い
て
う
ち
の

職
員
が
怖
が
っ
て
い
る
。
止
め

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

か
？
」
と
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
モ
ン
ス
タ
ー
ク
レ
ー
マ
ー

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

普
通
の
介
護
問
題
以
外
の
周
辺

問
題
・
ス
ト
レ
ス
も
山
積
し
て

い
ま
す
。

■
４
位
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
有

料
化ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
作
る
ケ

ア
プ
ラ
ン
が
無
料
と
い
う
こ
と

ご
存
知
で
し
た
？

そ
の
見
え
な

い
努
力
す
ら
知
ら
な
い
方
も
多

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
を
利
用
者
ひ
と
り

あ
た
り
年
間
約
１
万
５
千
円
と

い
う
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。

結
果
、
先
送
り
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
今
後
利
用
者
の
自
己
負

担
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
は
自
動
化

（
Ａ
Ｉ
）
さ
せ
、
ケ
ア
マ
ネ
は
そ

の
入
り
と
出
を
確
認
す
る
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
。
そ
し
て
、

介
護
事
務
の
負
担
軽
減
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
。
22
年
を
目
処
に

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

■
３
位
　
ま
ち
づ
く
り

国
土
交
通
省
の
先
導
に
よ
る

「
国
土
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０

５
０
」
で
、
地
域
の
多
様
性
や

安
全
と
移
動
等
に
つ
い
て
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

「
介
護
医
療
福
祉
」
の
ス
パ
イ
ス

を
ど
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
位

置
付
け
る
か
。
も
し
く
は
基
盤

と
す
る
か
も
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
懸
念
さ
れ
て
い

る
途
中
で
の
事
件
。
要
介
護
家

族
を
抱
え
、
苦
悩
の
末
に
殺
害
。

殺
人
容
疑
は
71
歳
の
夫
の
嫁
で

す
。
被
害
者
は
95
歳
の
義
父
、

93
歳
の
義
母
、
そ
し
て
70
歳
の

夫
。
想
像
を
絶
す
る
ト
リ
プ
ル

ケ
ア
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
。

障
害
を
持
っ
た
子
の
親
に
の
し

か
か
る
「
親
亡
き
後
問
題
」
で
、

次
男
を
殺
人
未
遂
。
令
和
に
な

っ
て
も
「
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
ま
ち
の
恥
」
「
介
護
施
設
に
入

る
こ
と
は
牢
獄
」
と
い
う
考
え

方
が
世
代
に
よ
っ
て
は
残
っ
て

い
ま
す
。

今
さ
ら
「
地
域
住
民
を
無
視

す
る
な
。
高
齢
者
施
設
建
設
反

対
」
と
い
う
看
板
を
見
る
と
、

「
な
ん
て
時
代
錯
誤
だ
」
と
本
当

に
感
じ
ま
す
。

■
２
位
　
介
護
贖
罪

19
年
は
謹
慎
中
の
有
名
人
の

介
護
現
場
で
の
贖
罪
が
よ
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
介
護
を
知
っ

て
欲
し
い
の
で
、
た
だ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
も
い
い
か
ら
介

護
聖
域
脱
却
の
た
め
に
も
進
め

て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
半
数
以
上
の

ケ
ア
マ
ネ
が
「
よ
く
な
い
」
と

い
う
声
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
介
護
初
体
験
の
お

笑
い
芸
人
「
介
護
施
設
の
と
ろ

み
の
重
要
性
に
気
が
付
い
た
」

と
か
、
今
年
大
ブ
レ
イ
ク
し
た

お
笑
い
芸
人
の
前
職
が
介
護
職

だ
と
か
、
介
護
職
の
男
性
と
結

婚
し
た
と
か
、
何
か
と
芸
能
界

も
賑
や
か
な
１
年
で
し
た
。
介

護
が
い
つ
か
憧
れ
の
職
業
に
な

っ
て
欲
し
い
し
、
い
い
と
思
う

ん
で
す
け
ど
ね
え
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日
本
介

護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）
理
事

同
社
で
は
あ
ら
ゆ
る
専
門
家

と
連
携
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
疑
問
、
お
悩
み
、
日
本
の
社

会
保
障
（
介
護
・
医
療
・
年

金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す
る

ご
質
問
や
ご
相
談
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。info@

helpz.jp

97

２
０
１
９
年
の
「
介
護
」
を
振
り
返
る
（
中
編
）

https://www.takenakapartners.com/
http://rblpartners.com/
http://myriverside.net/home
http://www.seido.com
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名
義
預
金
と
は
、
自
分
以
外

の
人
名
義
の
預
金
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
相
続
税
上
の
実
質

的
な
所
有
者
は
、
そ
の
名
義
人

以
外
の
者
で
あ
る
預
金
を
い
い

ま
す
。
名
義
預
金
と
な
る
に
は
、

自
分
の
資
産
か
ら
子
や
孫
な
ど

の
家
族
名
義
の
預
金
へ
移
動
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な

り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
贈
与

を
受
け
た
場
合
贈
与
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
亡
く
な

っ
た
時
に
預
金
残
高
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
相
続

財
産
と
な
り
、
相
続
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

専
業
主
婦
が
給
与
所
得
者
の

夫
か
ら
月
々
一
定
の
生
活
費
を

受
け
取
り
、
そ
の
中
か
ら
や
り

く
り
し
て
少
し
ず
つ
貯
え
を
し

て
き
た
と
し
ま
す
。
何
か
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
と
、
自
分
名

義
の
預
金
口
座
に
預
け
て
き
た

も
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
パ
ー

ト
に
出
て
自
分
で
稼
い
だ
分
も

少
額
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
除
き
ま
す
。
や
り

く
り
で
貯
め
た
貯
蓄
は
、
日
本

の
贈
与
税
・
相
続
税
法
上
、
生

活
費
を
渡
し
て
く
れ
た
側
の
夫

の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

必
要
で
す
。
最
近
で
は
、
家
族

名
義
の
預
金
は
殆
ど
が
調
査
さ

れ
指
摘
を
受
け
ま
す
。

も
ら
っ
た
側
の
妻
の
財
産
と

し
た
い
場
合
に
は
、
お
互
い
に

あ
げ
た
、
も
ら
っ
た
と
い
う
意

思
表
示
を
確
認
し
、
贈
与
契
約

を
結
ぶ
な
ど
正
し
い
方
法
で
贈

与
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

名
義
預
金

752

コ
ー
チ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の

モ
タ
イ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
は

３
月
４
日
（
水
）
午
後
６
時
15

分
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西

45
丁
目
49
番
地
11
階
）
で
「
50

歳
か
ら
の
最
高
の
人
生
戦
略
」

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
レ
ゴ
キ
ッ
ト
を
使
用
し
今

の
自
分
、
将
来
の
自
分
を
組
み

立
て
「
満
足
度
１
２
０
％
の
人

生
」
を
明
確
に
す
る
。
主
な
対

象
は
30
代
半
ば
か
ら
40
代
半
ば

の
中
堅
社
員
。
講
師
モ
タ
イ
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
代
表
の
罍

（
も
た
い
）
純
介
氏
。

参
加
費
は
30
ド
ル

（
当
日

現
金
に
て
支
払
う
）
。
定
員
６

人
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

m
otaicoaching@

gm
ail.co

m

（
も
た
い
さ
ん
）
ま
で
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://peraichi.com
/lan

din
g_pages/view

/m
ota-

iadvisors

を
参
照
。

50
歳
か
ら
の
最
高
の
人
生

戦
略
セ
ミ
ナ
ー
３
月
４
日

クイックUSA

ニュースレター配信

「アメリカの人事部」

人
材
紹
介
・
派
遣
会
社
の
ク

イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
今
月
５
日

か
ら
在
米
日
系
企
業
向
け
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
「
ア
メ
リ
カ
の
人

事
部
」
の
配
信
を
開
始
し
た
。

「
新
し
い
労
働
法
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
い
」
「
移
民
法
は

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
」
「
福
利

厚
生
を
見
直
し
た
い
」
等
、
米

国
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業

の
経
営
層
、
人
事
部
、
総
務
部

担
当
者
か
ら
の
相
談
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人
事
・
労
務
、

法
律
な
ど
各
方
面
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
協
力
を
得
て
定
期
的

に
配
信
す
る
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
希
望
者

は
、
会
社
名
、
担
当
者
名
、
役

職
、
電
話
番
号
、
住
所
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
しE

メ
ー

ルquick@
919usa.com

ま
で

申
し
込
む
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
６
９
２
・
０
８
５

０
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.919usa.com

を
参

照
。

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
は
28
日
（
金
）
午
後
７
時

か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
11
階
）
で
講
演
＆

交
流
会
を
開
催
す
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社
の

サ
イ
ボ
ウ
ズ
副
社
長
兼
サ
イ
ボ

ウ
ズ
Ｕ
Ｓ
社
長
の
山
田
理
（
お

さ
む
）
氏
を
講
師
に
迎
え
、
働

き
方
が
多
様
化
す
る
時
代
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
論
に
つ
い
て
話
し
を

聞
く
。
サ
イ
ボ
ウ
ズ
社
は
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
溢
れ
る
社
会
を
創

る
」
の
理
念
の
も
と
「
１
０
０

人
１
０
０
通
り
の
働
き
方
」
を

提
唱
し
、
働
き
方
改
革
の
リ
ー

ダ
ー
企
業
と
し
て
進
化
し
続
け

て
い
る
。
講
演
後
は
参
加
者
と

の
意
見
交
換
・
交
流
会
と
、
山

田
氏
の
著
書
『
最
軽
量
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
の
販
売
（
15
ド
ル
、

現
金
の
み
）
＆
サ
イ
ン
会
も
行

わ
れ
る
。

参
加
費
は
一
般
30
ド
ル
、
Ｊ

Ａ
Ａ
会
員
25
ド
ル
、
学
生
20
ド

ル
（
軽
食
付
き
、
当
日
現
金
ま

た
は
チ
ェ
ッ
ク
に
て
支
払
う
）
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
26

日
（
水
）
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

even
t.jw

b@
gm

ail.com

ま

で
。

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

ブ
ラ
ン
ド
を
創
る

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
27
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
10
時
ま

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ボ
（
８
番

街
５
４
５
番
地
14
階
）
で
第
60

回
月
次
定
例
会
を
開
催
す
る
。

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
、

現
在
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
で
客
員

研
究
員
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ロ
ー
の
研
究
に
携
わ
る
家

田
崇
氏
（
南
山
大
学
法
学
部
教

授
）
。
具
体
的
な
論
点
と
法
的

解
決
策
と
と
も
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ロ
ー
が
社
会
に
投
げ
か
け

る
課
題
を
示
し
、
企
業
が
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
す
る
行
動

指
針
を
検
討
す
る
。
講
演
後
は

質
疑
応
答
、
懇
親
会
も
あ
る
。

参
加
費
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
Ｇ
ラ
ボ
会
員
は
10
ド
ル

（
当
日
現
金
に
て
支
払
う
）
。
参

加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

ny
m

banokai@
gm

ail.com

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

w
w

w
.facebook.com

/nym
banokai/

の
い
ず
れ
か
。

JAAビジネスウーマンの会

働き方改革を語る

サイボウズの山田氏

モタイ
アドバイザーズ

http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.terailaw.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
https://www.hondag.com
http://villagewellusa.com
https://michaeldunnlaw.com
https://www.greencardmaker.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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再
開
発
が
進
む
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
セ

ッ
ト
パ
ー
ク
が
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る
。

か
つ
て
は
工
業
地
帯
だ
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
南
に
位
置
す
る
こ
の
地
区
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
が
１
億
３
６
０
０
万
ド
ル
を
投
資
し
た

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

キ
ャ
ン
パ

ス
や
、
倉
庫
街
を
活
用
し
た
複
合
商
業
施
設
、

さ
き
ご
ろ
オ
ー
プ
ン
ン
し
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
の
入
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
シ
テ
ィ

ー
と
い
っ
た
再
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
工
業
地
区
か
ら
高
級
住
宅
街
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
北
側
に
位
置
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ

と
よ
く
似
て
い
る
。

写
真
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
セ
ッ
ト

パ
ー
ク
に
あ
る
５
寝
室
の
２
世
帯
住
宅
。
閑

静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
裏
側
に
は
小
さ
な
ガ

ー
デ
ン
も
あ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
も

近
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
の
生
活

が
楽
し
め
そ
う
だ
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
住
宅
は

70
万
ド
ル
か
ら
１
０
０
万
ド
ル
の
範
囲
で
い

く
つ
か
探
す
こ
と
が
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・

７
１
９
５
。
松
本
哲
夫
さ
ん
、

Ｅ
メ
ー
ル

T
ed.M

atsum
oto@

corcoran.com

(

写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
・
グ
ル
ー
プ
）

今
年
も
駐
在
員
の
本
帰
国
の

時
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
日
本
へ
の
帰
任
辞
令
が
出

た
時
に
帰
国
準
備
は
何
か
ら
始

め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
住
宅
に
お
け
る
手
続
き

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
最
初
の
手
続
き
は
、
居

住
先
へ
の
通
知
で
す
。
契
約
に

よ
っ
て
解
約
可
能
な
時
期
が
異

な
る
た
め
、
今
一
度
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
早
期
解

約
が
可
能
な
場
合
は
、
通
知
日

起
点
で
解
約
可
能
日
が
決
ま
り

ま
す
。
ま
た
通
知
の
際
、
敷
金

の
返
還
先
を
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

に
伝
え
ま
す
。
な
お
、
引
越
業

者
へ
は
早
め
に
仮
予
約
を
入
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
特

に
２
月
か
ら
３
月
は
駐
在
員
の

帰
国
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、
直
前

に
な
る
と
予
約
が
取
り
に
く
く

な
り
ま
す
。

無
事
解
約
手
続
き
を
終
え
た

ら
、
各
イ
ン
フ
ラ
の
解
約
も
順

次
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
日

本
と
違
い
、
米
国
で
は
契
約
者

が
解
約
通
知
を
行
わ
な
い
限

り
、
自
動
的
に
契
約
は
延
長
・

更
新
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
テ

ナ
ン
ト
保
険
、
ケ
ー
ブ
ル
、
電

気
や
ガ
ス
の
契
約
先
に
早
め
に

連
絡
を
と
り
、
手
続
き
を
済
ま

せ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

さ
て
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る

内
に
、
退
去
日
は
迫
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
も
う
一
点
、
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
が
、
敷
金
回
収
の

た
め
の
掃
除
で
す
。
入
居
後
に

で
き
た
床
の
シ
ミ
や
傷
は
も
ち

ろ
ん
、
キ
ッ
チ
ン
の
油
汚
れ
、

バ
ス
ル
ー
ム
の
水
垢
や
カ
ビ
な

ど
は
、
事
前
に
掃
除
を
済
ま
せ

て
お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
万

が
一
、
自
身
で
原
状
回
復
で
き

な
い
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
に
ビ
ル
の
ハ
ン
デ
ィ
マ
ン
や

掃
除
業
者
に
修
繕
依
頼
を
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
お
子
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
日
本

の
各
学
校
に
よ
っ
て
提
出
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
帰
国

前
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

帰
任
辞
令
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
辞
令

か
ら
帰
国
ま
で
の
期
間
は
短
い

こ
と
が
一
般
的
で
す
。
帰
国
の

日
程
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
た

ら
、
出
発
・
着
任
準
備
と
同
様

に
、
帰
国
準
備
に
も
計
画
性
を

も
っ
て
早
め
に
取
り
か
か
る
こ

と
が
賢
明
で
す
。

（
小
川
桃
／
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ

ク
　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
住
宅
部
）

い
ざ
本
帰
国
。
早
め
の
情
報
収
集
が
カ
ギ
。

ブルックリン・サンセットパーク暮らし
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前
回
紹
介
し
た
筑
波
海
軍
航

空
隊
記
念
館
で
は
、
現
在
「
神

様
に
な
っ
た
海
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト

- 

杉
浦
茂
峰- 

飛
虎
将
軍
廟
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
（
３
月
30

日
ま
で
）
。
茨
城
県
水
戸
市
出

身
の
杉
浦
茂
峰
兵
曹
長
は
乙
種

飛
行
予
科
練
に
入
隊
し
、
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
で
基
礎
訓
練
を

受
け
た
後
、
飛
行
練
習
生
教
程

に
進
ん
で
台
湾
に
渡
り
ま
し

た
。
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

10
月
12
日
、
米
軍
第
三
艦
隊
の

台
湾
南
部
へ
の
大
規
模
な
空

襲
、
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
沖
航
空

戦
」
が
始
ま
り
、
台
南
上
空
で

も
米
軍
機
と
の
激
し
い
戦
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
零
戦
32
型
に

乗
り
込
ん
だ
杉
浦
兵
曹
長
は
、

台
南
市
上
空
で
米
軍
機
と
交
戦

中
に
被
弾
し
ま
す
。
集
落
へ
の

墜
落
を
避
け
る
た
め
郊
外
ま
で

操
縦
し
て
脱
出
し
ま
し
た
が
、

落
下
傘
で
降
下
し
た
と
こ
ろ
で

米
軍
機
の
機
銃
掃
射
を
浴
び
、

20
歳
の
若
さ
で
戦
死
し
ま
す
。
　

死
が
迫
る
な
か
で
住
民
の
命

を
守
ろ
う
と
し
た
杉
浦
氏
を
讃

え
、
地
元
の
有
志
ら
は
１
９
７

１
（
昭
和
46
）
年
に
祠
を
建
て

１
９
９
３
年
に
約
１
６
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
廟
に
建
て
直
し
ま

し
た
。
鎮
安
堂
飛
虎
将
軍
廟
は
、

現
在
も
「
守
り
神
」
と
し
て
手

厚
く
ま
つ
ら
れ
、
毎
日
管
理
人

が
朝
夕
２
回
、
煙
草
に
点
火
し

て
神
像
と
写
真
に
捧
げ
、
朝
は

「
君
が
代
」、
夕
方
は
「
海
行
か

ば
」
を
祝
詞
と
し
て
歌
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
「
飛
虎
」
と
は

戦
闘
機
を
意
味
し
、
「
将
軍
」

と
は
神
格
化
さ
れ
た
勇
士
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
台
湾
の
廟

文
化
に
も
触
れ
な
が
ら
、
杉
浦

氏
の
生
涯
や
、
戦
後
の
台
南
市

と
茨
城
県
の
交
流
の
歩
み
を
パ

ネ
ル
な
ど
で
伝
え
て
い
ま
す
。

杉
浦
兵
曹
長
が
登
場
し
た
零
戦

と
同
モ
デ
ル
の
模
型
、
「
飛
虎

将
軍
」
を
題
材
に
し
た
教
科
書

や
ゲ
ー
ム
な
ど
も
展
示
さ
れ
て

お
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、
笠
間
市
は
茨

城
県
内
市
町
村
と
し
て
初
め
て

台
湾
の
台
北
市
に
「
笠
間
市
台

湾
交
流
事
務
所
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」

も
発
足
さ
せ
、
積
極
的
に
台
湾

と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
や

『
ご
ち
そ
う
さ
ん
』
の
作
家
で

知
ら
れ
る
豊
田
美
香
さ
ん
が
杉

浦
兵
曹
長
を
題
材
に
し
た
小
説

『
台
南
の
空
ゆ
か
ば
』（
ワ
ニ
ブ

ッ
ク
ス
２
０
１
４
）
を
執
筆
中

に
台
湾
関
係
者
と
親
交
を
深
め

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の

企
画
展
が
実
現
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

余
談
で
す
が
、
筑
波
海
軍
航

空
隊
記
念
館
を
訪
問
し
た
つ
い

で
に
、
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い

た
栃
木
市
の
「
岩
下
の
新
生
姜

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
見
学
し
て

き
ま
し
た
。
新
生
姜
の
部
屋
、

ジ
ン
ジ
ャ
ー
神
社
、
新
生
姜
料

理
だ
け
の
カ
フ
ェ
、
新
生
姜
色

の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
の
ラ
イ

ブ
、
世
界
一
大
き
な
新
生
姜
の

か
ぶ
り
も
の
、
ピ
ン
ク
の
ア
ル

パ
カ
広
場
等
々
。
入
館
無
料
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
的
な
企
業
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
す
が
、
こ
こ
も
台

湾
と
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
岩

下
の
新
生
姜
は
台
湾
の
み
で
栽

培
さ
れ
る
特
別
な
生
姜
「
本
島

姜
（
ペ
ン
タ
オ
ジ
ャ
ン
）
」
を

使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
か

つ
て
同
種
の
栽
培
を
日
本
で
も

試
み
ま
し
た
が
現
地
と
同
じ
よ

う
に
は
育
た
ず
、
以
来
、
岩
下

の
新
生
姜
は
台
湾
中
部
に
位
置

す
る
南
投
県
南
投
・
埔
里
、
嘉

義
県
梅
山
に
産
地
を
限
定
し
、

約
30
軒
の
生
産
農
家
が
栽
培
に

携
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第344回

飛虎将軍廟

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

２
０
２

０
年
も
早
い
も
の
で
す
で
に
２

か
月
目
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
東
京
は
暖
冬

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
皆
様
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
先
日
の
予

報
で
は
２
月
は
厳
冬
に
戻
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
全
く
そ
の

気
配
は
見
え
ず
、
や
は
り
地
球

温
暖
化
は
進
ん
で
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
と
は
言
え
、
ル
ー

ト
66
の
シ
ー
ズ
ン
は
も
う
ち
ょ

っ
と
先
。
先
月
号
で
お
伝
え
し

ま
し
た
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
が

春
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
ル
ー
ト
66

は
ま
だ
「
冬
眠
期
間
」
っ
て
わ

け
で
す
。
そ
ん
な
な
か
、
ひ
と

つ
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
過
去

15
年
に
わ
た
っ
て
イ
リ
ノ
イ
州

ル
ー
ト
66
の
発
展
に
尽
力
し
た

「Illin
ois

R
ou

te
66 B

lu
e

C
arpet

」
が
そ
の
役
割
を
終

え
、
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
兆
候

を
全
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
と

い
う
状
態
で
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
非
常

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
結

果
と
し
て
同
地
域
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
今
後
の
活
動

を
譲
渡
す
る
と
い
う
前
向
き
な

も
の
に
進
ん
だ
結
果
で
す
の

で
、
過
去
５
年
超
に
渡
っ
て
代

表
と
し
て
同
団
体
を
引
っ
張
っ

て
き
た
、
筆
者
の
大
切
な
仲
間

で
あ
るC

heryl
E

icher
Jett

さ
ん
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
お
疲
れ
様
で
す
、
と

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
の
「
魅
惑
の
旧

街
道
を
行
く
」
シ
ー
ズ
ン
③

第
11
話
は
、
少
し
昔
の
話
に
な

り
ま
す
が
、
筆
者
も
が
っ
ぷ
り

四
つ
？

で
関
わ
っ
て
い
る
ル

ー
ト
66
沿
道
の
各
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
の

活
動
を
ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ミ
ズ
ー
リ
州
ラ
ク
レ
ー
ド
郡

ヘ
イ
ゼ
ル
グ
リ
ー
ン
と
い
う
小

さ
な
町
の
郊
外
に
「
ガ
ス
コ
ナ

ー
デ
橋
」
と
い
う
橋
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
橋
は
現
在
、
老
朽
化

が
進
み
車
両
通
行
止
め
に
な
っ

て
お
り
、
自
転
車
や
人
が
徒
歩

で
通
行
す
る
こ
と
が
か
ろ
う
じ

て
で
き
る
状
態
で
す
。
ガ
ス
コ

ナ
ー
デ
橋
は
ル
ー
ト
66
の
歴
史

と
し
て
同
州
下
で
は
非
常
に
重

要
な
文
化
財
で
す
が
、
２
０
１

４
年
12
月
、
同
州
運
輸
局
が
修

理
ま
た
は
建
替
え
資
金
の
欠
如

を
理
由
に
当
面
の
通
行
封
鎖
を

勧
告
し
た
の
で
す
。
同
運
輸
局

の
査
定
で
は
修
理
す
る
に
は
約

１
億
円
程
度
の
資
金
が
必
要
で

あ
り
、
州
財
政
を
鑑
み
れ
ば
当

面
そ
の
「
順
番
」
は
廻
っ
て
こ

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し

か
し
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
済

ま
ず
、
修
理
し
た
と
し
て
も
構

造
そ
の
も
の
が
老
朽
化
し
た
う

え
現
在
の
規
制
に
合
っ
て
お
ら

ず
、
通
行
で
き
る
車
両
の
重
さ

も
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
解

体→

建
替
え
と
い
う
図
式
ま
で

議
論
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が

ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の

「R
oam

in

’

R
ich

」
こ
と
、

R
ich

D
in

k
ela

氏
で
し
た
。

「

R
E

P
A

IR
,D

O
N

'T
R

E
PL

A
C

E

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
橋
を
残
す
こ

と
に
意
義
を
唱
え
、
ル
ー
ト
66

愛
好
家
た
ち
を
中
心
に
橋
を
守

る
運
動
を
展
開
し
た
の
で
す
。

D
inkela

氏
は
ル
ー
ト
66
の
仲

間
内
で
も
そ
の
存
在
感
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
目
立
っ
て
お

り
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
ル
ー

ト
66
を
上
空
か
ら
撮
影
す
る
こ

と
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
今
ま
で
目
に
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
側
道
や
景
色
を

私
た
ち
は
映
像
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

D
inkela

氏
が
音
頭
を
取
っ
て

２
０
１
５
年
春
に
初
め
て
ラ
リ

ー
ウ
ォ
ー
ク
を
主
催
、
ガ
ス
コ

ナ
ー
デ
橋
を
守
る
意
思
を
鮮
明

に
群
や
州
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

筆
者
も
日
本
の
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
身
と
し
て

D
inkela

氏
と
も
親
交
が
あ
っ

た
た
め
、
彼
ら
の
活
動
に
賛
同

し
、
第
２
回
目
で
あ
る
16
年
４

月
に
行
わ
れ
た
ラ
リ
ー
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
そ

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
正

午
の
予
定
で
し
た
が
、
余
り
に

も
天
気
が
良
い
せ
い
か
、
朝
10

時
を
回
っ
た
時
点
で
す
で
に
大

勢
の
人
が
集
結
。
多
く
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
に
乗
っ
た
人
達

が
、
ま
る
で
暴
走
族
の
大
集
会

の
よ
う
に
集
ま
っ
た
光
景
は
鳥

肌
も
の
で
し
た
。

こ
の
活
動
は
地
元
の
テ
レ
ビ

局
や
警
察
に
も
伝
え
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
は
予
定
時
間
を
ち
ょ
っ

と
早
め
た
感
じ
で
始
ま
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
州
の
関
係
者
、

自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
、
カ
ウ
ン

テ
ィ
（
郡
）
の
役
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
達
が
参
加
し
、

「
壊
さ
ず
に
修
復
を
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
声
高
に
橋
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

途
中
、
私
もD

inkela

氏
の

誘
い
に
乗
っ
か
り
、
大
勢
の
人

た
ち
が
見
守
る
な
か
で
ル
ー
ト

66
日
本
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

紹
介
と
賛
同
の
意
を
檀
上
で
ス

ピ
ー
チ
す
る
機
会
も
も
ら
い
、

は
る
ば
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ア
州
よ

り
車
を
飛
ば
し
て
参
加
し
た
意

義
が
十
二
分
に
あ
っ
た
も
の
と

し
て
終
わ
っ
た
こ
と
を
憶
え
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
結

果
、
州
政
府
は
解
体
を
見
送
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
私
た
ち

の
活
動
の
効
果
は
充
分
に
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ガ
ス
コ
ナ
ー
デ
橋

の
問
題
は
紆
余
曲
折
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
よ
り
ミ
ズ
ー
リ
州

ル
ー
ト
66
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
会
長
に
就
任
し
たD

inkela

氏
は
橋
の
所
有
権
を
協
会
が
引

き
継
ぐ
と
い
う
提
案
を
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
理
事
会
と
し
て
承

認
を
取
り
、
同
州
運
輸
省
と
交

渉
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
同
州
運
輸
省
は
新
し
い
所

有
者
を
４
月
20
日
ま
で
に
見
つ

け
る
よ
う
通
達
し
て
い
る
の
で

す
。
ル
ー
ト
66
日
本
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ど
の
程
度
の

貢
献
が
で
き
る
か
は
未
定
で
す

が
、D

inkela

氏
の
行
動
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
可
能

な
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
ト
66
で
行
わ
れ
る
各
イ

ベ
ン
ト
も
素
晴
ら
し
い
で
す

が
、
皆
さ
ん
も
も
し
興
味
が
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
と
ル
ー
ト
66
の
歴

史
に
触
れ
、
よ
り
深
い
愛
着
が

芽
生
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。
ル
ー
ト
66
の
門
戸
は
誰
に

で
も
開
い
て
い
ま
す
！

そ
れ

で
は
ま
た
来
月
、
お
目
に
か
か

り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

T RAVE LT RAVE L
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

そ
の
11：

ミ
ズ
ー
リ
の
ガ
ス
コ
ナ
ー
デ
橋
を
守
れ
！

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
https://www.amnet.jp/
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第15回年次演奏会

雅
楽
の
世
界

女
性
音
楽
家
に
焦
点

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
中
世
日
本

研
究
所
・
日
本
文
化
戦
略
研
究

所
は
３
月
８
日
（
日) 

午
後
４

時
か
ら
、
同
大
学
内
ミ
ラ
ー
シ

ア
タ
ー
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
２

９
６
０
番
地
、
１
１
６
丁
目
）

で
第
15
回
「
年
次
演
奏
会
」
を

開
催
す
る
。

前
半
は
昨
年
他
界
さ
れ
た
芝

祐
靖
氏
を
悼
み
、
氏
作
曲
催
馬

楽
「
極
楽
は
」
を
皮
切
り
に
雅

楽
古
典
曲
を
披
露
す
る
。
後
半

は
３
月
の
女
性
史
月
間
と
国
際

女
性
デ
ー
（
３
月
８
日
）
を
記

念
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ウ

ン
の
「
暁
に
ほ
の
か
に
」
や
、

下
野
戸
亜
弓
の
「
梁
塵
秘
抄
」

な
ど
女
性
音
楽
家
に
焦
点
を
当

て
た
作
品
を
紹
介
す
る
。

出
演
は
宮
田
ま
ゆ
み
（
笙
）
、

中
村
仁
美
（
篳
篥
）
、
笹
本
武

志
（
龍
笛
）
、
木
村
伶
香
能

（

三

味

線

・

う

た

）
、

E
nsem

ble
L

eonarda

、
下

野
戸
亜
弓
（
う
た
）
、
エ
ヴ
ェ

リ
ン
・
ト
ゥ
レ
ス
タ
ー
・
デ
グ

ラ
フ
、G

H
O

ST
L

IG
H

T

コ

ー
ラ
ス
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
雅

楽
管
弦
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ほ
か
。

入
場
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
８
５
４
・
７
４
０
３
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.im

js-jchi.org

を
参
照

す
る
。

酒
蔵
で
沖
縄
を

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
17
日
か
ら

酒
蔵
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

（
東
９
丁
目
２
３
１
番
地
、
２

番
街
と
３
番
街
の
間
）
は
17

日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日

（
日
）
ま
で
、
沖
縄
県
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
。
同
店
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
「
テ
イ
ス
ト
・

オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
も
沖
縄

県
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
同

時
開
催
し
、
３
種
の
泡
盛
テ

イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
瑞

泉
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
＋
雪
塩
、

琉
球
王
朝
黒
糖
ミ
ル
ク
割
り
、

久
米
仙
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
割
。

20
ド
ル
）
を
は
じ
め
と
し
た

期
間
限
定
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
。
沖
縄
産
米
、
西
表

黒
糖
、
久
米
島
味
噌
（
赤
・

白
）
、
ア
ワ
セ
そ
ば
（
平
め
ん
）
、

塩
も
ず
く
、
海
ぶ
ど
う
な
ど

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
す
る
。
期
間
中
の
一
部
メ

ニ
ュ
ー
の
売
り
上
げ
は
首
里

城
火
災
復
興
・
復
旧
支
援
寄

付
金
と
し
て
沖
縄
県
庁
へ
寄

付
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
電

話
２
１
２
・
９
７
９
・
９
６

７
８
ま
で
。

泡盛テイスティングセット

コロンビア大学中世日本研究所日本文化戦略研究所

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
の
有
名
フ
レ

ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
マ
ン
ハ

ツ
タ
ン
の
「B

ou
ley

T
est

K
itchen

」
で
、
２
月
10
日
新

潟
県
の
日
本
酒
メ
ー
カ
ー
が

「
日
本
酒
セ
ミ
ナ
ー
＆
フ
ー

ド
・
ペ
ア
リ
ン
グ

レ
セ
プ
シ

ョ
ン
」
を
行
っ
た
。
参
加
し
た

の
は
朝
日
酒
造
、
吉
乃
川
、
菊

水
酒
造
、
八
海
醸
造
、
石
本
酒

造
、
新
潟
第
一
酒
造
の
６
社
、

19
銘
柄
の
日
本
酒
を
紹
介
し

た
。
新
潟
県
産
業
労
働
部
長
・

橋
本
一
浩
さ
ん
は
「
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
非
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
や
バ
ー
の
飲
料
関
係
者
に
新

潟
の
清
酒
が
日
本
食
以
外
に
も

合
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
販

路
拡
大
が
目
的
」
と
話
す
。

第
１
部
で
は
、
酒
サ
ム
ラ
イ

の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
サ
リ
バ
ン
さ

ん
が
「
日
本
の
酒
ナ
パ
バ
レ
ー

と
呼
ば
れ
る
新
潟
の
酒
を
、
ど

の
よ
う
に
飲
料
メ
ニ
ュ
ー
に
組

み
込
み
収
益
を
上
げ
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
各
蔵
の
地
元

の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な

が
ら
紹
介
し
た
。

新
潟
第
一
酒
造
の
代
表
取
締

り
役
社
長
・
武
田
良
則
さ
ん
＝

写
真
上
＝
は
「
我
社
は
ま
だ
、

米
国
で
日
本
酒
を
販
売
し
て
い

な
い
の
で
輸
入
業
者
を
探
し
て

い
る
。
よ
予
想
以
上
に
良
い
反

応
が
あ
り
米
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
手
ご
た
え
を
感
じ
た
」
と
話

し
た
。
こ
の
日
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
関
係
者
約
80
人
が
参
加
し

た
。
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

新
潟
の
お
酒
を

米
市
場
に
Ｐ
Ｒ

https://crsny.org
https://www.samuraimama.com/
https://www.restaurantnippon.com/
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デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
１
９
７
７

年
に
始
ま
り
今
年
で
43
年
目
を
迎
え
る
。
キ
リ

ス
ト
の
愛
を
土
台
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
「
日
本
語
は
苦
手
」
と
い
う
子
供
か

ら
「
英
語
は
初
め
て
」
と
い
う
子
供
ま
で
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
環
境
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
広
大
な
丘
の
上
に
あ
る
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
２
週
間
を
と
も
に
過
ご
す
。
２
０
１

１
年
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
よ
り
参
加
者
を

迎
え
、
日
米
の
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
が
２
週
間
の

共
同
生
活
と
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し

て
国
や
文
化
を
超
え
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

友
情
を
育
む
。

主
催: Special

M
inistry

to
Japanese

(

Ｓ
Ｍ
Ｊ)  

／
日
米
合
同
教
会
／
ユ
ニ
オ
ン
日

本
語
教
会
。
Ｓ
Ｍ
Ｊ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

に
住
む
日
本
人
の
た
め
の
伝
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ア
メ
リ
カ
の
主
要
キ
リ
ス
ト
教
派(

メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
、
改
革
派
教
会
、
長
老
教
会) 

お
よ
び

日
本
基
督
教
団
の
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。

▽
募
集
内
容
は
次
の
通
り

期
間：

７
月
19
日(

土) 

〜
８
月
１
日(

土)

（
宿

泊
型
）
。
申
し
込
み
締
め
切
り：

６
月
12
日
。

定
員：

25
名
。
対
象
年
齢：

９
月
か
ら
の
学
年

で
３
年
生
か
ら
10
年
生
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
開

催
場
所：

C
am

p
W

arw
ick

W
arw

ick, N
Y

現
地
集
合
、
現
地
解
散
。
費
用：

１
５
０
０
ド

ル
（
兄
弟
割
引
あ
り
）
。
申
し
込
み
は

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
榎
本
空：

ensora0116@
gm

ail.com

伊
与
田
昭
夫:

akio777@
live.com

日
米
合
同
教
会：

infojauc@
gm

ail.con

電
話
２
１
２
・
２
４
２
・
９
４
４
４

詳
細
はW

eb
: w

w
w

.d
iscov

ery
cam

p-
japan.org

Ｑ：
２
年
前
に
来
米
し
、
現
地

の
高
校
に
通
う
９
年
生
の
娘
が

い
ま
す
。
２
年
間
頑
張
っ
て
Ｅ

Ｓ
Ｌ
を
取
っ
て
き
ま
し
た
が
、

未
だ
会
話
も
あ
ま
り
伸
び
ず
、

聞
き
取
り
も
う
ま
く
で
き
ま
せ

ん
。
特
に
発
音
が
悪
い
の
で
先

生
か
ら
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
本
人
は
傷
つ
い
て
、
授
業

で
は
ひ
と
こ
と
も
話
さ
ず
、
ア

メ
リ
カ
人
の
友
達
も
で
き
に
く

い
状
況
で
す
。
な
ん
と
か
学
校

に
は
通
っ
て
い
ま
す
が
、
も
と

も
と
積
極
的
・
社
交
的
な
性
格

で
は
な
い
上
に
、
こ
の
よ
う
な

状
況
は
本
人
が
か
わ
い
そ
う
で

な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
す
れ
ば
発
音
が
上
達
す
る

の
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
（
ミ
シ
ガ
ン
州
、
母
）

Ａ：

言
語
習
得
に
は
、
い
わ
ゆ

る
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ピ
リ
オ

ド
」
と
い
う
期
間
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
生
ま
れ
て
か
ら
お
よ
そ

10
歳
〜
11
歳
前
後
ま
で
を
境
に

し
て
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
言
語

を
吸
収
し
覚
え
る
の
が
困
難
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
期

間
で
す
。
も
と
も
と
生
ま
れ
な

が
ら
人
間
が
持
っ
て
い
る
言
語

習
得
能
力
や
機
能
が
低
下
し
、

習
得
速
度
が
だ
ん
だ
ん
遅
く
、

か
つ
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
説
が
一
番

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
の
が
「
発

音
」
の
分
野
に
お
い
て
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
周
り

を
見
て
み
る
と
、
幼
児
か
ら
小

学
校
低
学
年
に
か
け
て
来
米
し

て
英
語
を
習
得
し
た
子
供
達
の

発
音
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
か
な

り
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
反

対
に
中
学
生
ぐ
ら
い
か
ら
来
米

し
た
子
や
大
人
は
、
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
ア
ク
セ
ン
ト

（
な
ま
り
）
が
あ
る
の
が
現
実
で

す
。
ま
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ピ

リ
オ
ド
は
、
言
語
脳
の
機
能
の

他
に
、
口
の
中
や
あ
ご
な
ど
の

骨
格
・
筋
肉
が
ま
だ
柔
軟
な
期

間
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
成
長
す

る
に
つ
れ
て
、
発
す
る
母
語
の

音
声
形
態
に
影
響
さ
れ
な
が
ら

固
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら

が
一
旦
発
達
し
て
固
ま
っ
て
し

ま
う
と
、
母
語
に
あ
る
音
を
基

本
と
し
て
音
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

も
定
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
後
、
外
国
語
の
新

し
い
音
を
学
ぼ
う
と
し
て
も
、

母
国
語
に
あ
る
音
が
代
用
さ
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
が
「
ア

ク
セ
ン
ト
」
と
な
っ
て
出
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
発
音
以
外
で
は
、

高
学
年
以
上
で
来
米
し
た
子
の

ほ
う
が
論
理
的
な
思
考
が
発
達

し
て
い
る
の
で
、
文
法
や
単
語

は
む
し
ろ
低
年
齢
の
子
よ
り
も

効
率
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で

す
。
一
方
聞
き
取
り
や
発
音
は

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ズ
ム

習
得
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
の

で
、
や
は
り
年
齢
が
低
い
ほ
う

が
圧
倒
的
に
有
利
で
す
。
例
外

的
に
は
、
成
長
し
て
か
ら
で
も

耳
が
良
く
、
特
に
音
楽
的
な
セ

ン
ス
が
あ
る
人
は
、
外
国
語
も

上
達
す
る
要
素
が
強
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

さ
て
娘
さ
ん
の
場
合
７
年
生

（
中
１
）
で
来
米
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
先
述
の
「
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
ピ
リ
オ
ド
」
を
ち
ょ
う
ど

超
え
て
か
ら
実
際
の
英
語
に
触

れ
始
め
た
わ
け
で
す
。
よ
っ
て

発
音
は
も
ち
ろ
ん
難
し
い
分
野

と
な
り
え
ま
す
が
、
上
達
は
充

分
可
能
で
す
。
あ
る
デ
ー
タ
で

は
、
一
つ
一
つ
の
音
を
ち
ゃ
ん

と
学
ぶ
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

文
全
体
の
抑
揚
や
リ
ズ
ム
を
良

く
し
た
ほ
う
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

に
は
か
な
り
理
解
し
て
も
ら
え

る
、
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
日
本
語
は
音
節
（
子
音
＋

母
音
）
を
中
心
と
し
た
言
語
で

す
が
、
英
語
は
ス
ト
レ
ス
（
抑

揚
の
強
い
箇
所
）
中
心
で
前
後

の
上
下
関
係
や
リ
ズ
ム
が
決
ま

る
言
語
で
す
。
基
本
的
に
日
本

語
と
は
全
く
違
う
タ
イ
プ
の
リ

ズ
ム
な
の
で
、
ど
こ
に
ス
ト
レ

ス
を
置
き
、
ど
う
い
っ
た
リ
ズ

ム
を
文
全
体
に
作
る
か
を
学
ぶ

の
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
Ｅ
Ｓ

Ｌ
で
も
音
楽
と
噛
み
合
わ
せ
た

学
習
法
な
ど
も
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
演
劇
な
ど
抑
揚
指
導
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
今
は
ま
だ
困
難
で
も
、
ど

ん
な
生
徒
で
も
現
地
校
に
通
っ

て
３
年
か
ら
４
年
す
れ
ば
、
英

語
は
あ
る
程
度
流
暢
に
近
い
状

態
に
到
達
す
る
は
ず
で
す
。
ま

た
親
し
い
友
達
が
で
き
会
話
が

増
え
る
と
、
そ
れ
だ
け
新
言
語

の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
盛
ん
に

な
り
、
ど
ん
ど
ん
上
達
に
繋
が

り
ま
す
。

ア
ク
セ
ン
ト
は
一
般
的
に
否

定
的
に
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

結
局
そ
の
人
の
個
性
、
文
化
的

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
象
徴
し

た
も
の
と
も
言
え
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
俳
優
な
ど
有
名
人

で
も
外
国
人
で
ア
ク
セ
ン
ト
が

強
い
人
が
お
り
、
時
々
ジ
ョ
ー

ク
の
ネ
タ
に
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
頑
張

っ
て
そ
こ
ま
で
の
社
会
的
達
成

を
遂
げ
て
、
逆
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
堂
々
と
自
分
の
英
語
、
自
分

の
ユ
ニ
ー
ク
な
味
と
し
て
披
露

し
て
い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、

英
語
は
日
本
人
に
と
っ
て
外
国

語
な
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ

る
の
は
当
然
の
こ
と
。
こ
れ
を

あ
る
意
味
、
私
達
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
捉
え
つ
つ
、

そ
れ
と
同
時
に
ま
わ
り
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
英
語
の
レ
ベ
ル

達
成
を
目
標
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
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大
阪
に
本
社
を
構
え
る

「
京
き
さ
ら
ぎ
漬
　
丹
波
」(

代

表
　
中
島
裕
継)

が
ク
イ
ー
ン

ズ
の
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
あ
る

ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
（51-27

43rd
A

ve, W
oodside

）
で

17
日
（
月
）
か
ら
１
週
間
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
出
店
を
す
る
。

期
間
中
は
、
日
本
で
お
馴
染

み
の
大
根
・
胡
瓜
な
ど
の
野

菜
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な

ら
で
は
の
野
菜
を
１
つ
１
つ

手
作
り
で
提
供
。
出
来
た
て

の
漬
物
と
丹
波
特
製
の
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ

イ
漬
物
、

お
食
事
セ

ッ
ト
を
販

売
す
る
。

フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
漬

物
は
、
お

に
ぎ
り
や

パ
ス
タ
な

ど
毎
日
少

し
づ
つ
お

好
み
の
食

事
に
取
り

入
れ
る
こ

と
が
で
き

る
。世

界
の

発
酵
大
国

で
あ
る
日

本
の
漬
物

は
乳
酸
菌
と
一
緒
に
食
物
繊

維
も
摂
る
こ
と
が
で
き
、
腸

内
の
善
玉
菌
の
活
性
化
に
も

お
す
す
め
。
発
酵
食
品
は
漬

物
の
よ
う
に
多
品
種
を
組
み

合
わ
せ
て
と
る
こ
と
が
腸
内

環
境
の
改
善
に
効
果
的
で
あ

る
。ま

た
、
19
日(

水)

と
21
日

（
金
）
の
両
日
と
も
に
午
後
２

時
か
ら
３
時
ま
で
、
漬
物
体

験
が
で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
漬
物
教
室
」
を
開
催
。
漬

物
の
歴
史
と
秘
伝
の
美
味
し

い
漬
物
の
漬
け
方
・
食
べ
方

を
学
ぶ
。
漬
物
教
室
は
参
加

費
15
ド
ル
（
材
料
費
・
漬
物

軽
食
付
）
、
年
齢
制
限
な
し
。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
希
望
者

は

Ｅ

メ

ー

ル

jap
an

-
corner.w

s@
gm

ail.com

ま

で
。ジ

ャ
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
は
３

月
２
日
か
ら
も
日
本
に
お
店

を
構
え
る
創
作
和
食
、
懐
石

料
理
等
の
話
題
店
の
出
店
が

続
く
。

ローカル

スクランブル

Queens & LI

ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ナ
ー

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
を
募
集

京
き
さ
ら
ぎ
漬
　
丹
波

http://www.jwsny.org
http://ariyoshiny.com
http://www.lijcc.org/index.html
https://japaneseschool.org


■どんなことからも立ち直れる人（加藤諦三、PHP新書）
困難に直面したとき、落ち込む人と前向きに生きていける人
がいる。すばやく立ち直り、ポジティブに生きられる人が持
っている能力「レジリエンス」。人生の挫折に対処する能力
を実例を通して理解することで、生きづらさを抱える人々が
自ら幸せに生きる力をつけるための書。■人面瘡探偵（中山
七里、小学館）相続鑑定士の六兵は、右肩に寄生している人
面瘡を「ジンさん」と名付け、何でも相談している。山林王
の相続のために派遣された六兵は、連続死事件の真相を知る
ためにジンさんと二人三脚で事件を追う。切れ者の人面瘡と
相続鑑定士が怪事件に挑むミステリー。■星と龍（葉室麟、
朝日新聞出版）悪党と呼ばれる一族に生まれた楠木正成の信
条は正義。近隣の諸将を討伐した正成は後醍醐天皇の信頼を
得るが、自らの理想の世の中と現実との隔たりに困惑する。
足利尊氏が弟を助け、東国に腰をすえるところで著者の病死
により絶筆となった未完の長編。親交のあった作家、安部龍
太郎氏の解説付き。■我々の恋愛（いとうせいこう、講談社
文庫）世界15か国の恋愛学者による会議で「20世紀最高の
恋愛」に選ばれたのは、日本の片隅に住む若い男女の、世に
も奇妙で不器用な恋だった。調査委員会で報告された、奇想
天外な恋の真相。切ない恋愛ドラマに荒唐無稽なユーモアを
鏤めて描かれた恋人たちの物語。■あなたのゼイ肉、落とし
ます（垣谷美雨、双葉文庫）ダイエットは運動と食事制限だ
けではない。『あなたの人生、片づけます』の主人公、大庭
十萬里の妹・大庭小萬里の個別指導を受ければ、誰もが痩せ
られるという。どうやら身体だけでなく「心のゼイ肉」を落
とすことも大事なようだ。身も心も軽くなる、読んで痩せる
ダイエット小説。■それでも、逃げない（三浦瑠璃・乙武洋匡、文春新書）
乙武洋匡が三浦瑠麗に、その生い立ち、家族、孤独をたずね、三浦が乙武
の不倫騒動、さまざまなチャレンジでぶつかった困難に迫る。両者が聞き
手と答え手となり、約１年にわたって、時には政治、社会を論じ、時には
最もプライベートな領域にも踏み込んだ過激で優しい対話集。（山本真由実）
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BOOKS

幸
せ
に
生
き
る
能
力
。
人
面
相
と
相
続
鑑
定
士
コ
ン
ビ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。
楠
木
正
成

の
生
涯
に
迫
る
著
者
絶
筆
の
書
。
恋
愛
学
会
で
選
ば
れ
た
「
二
十
世
紀
最
高
の
恋
愛
」
。

心
の
贅
肉
を
落
と
す
ダ
イ
エ
ッ
ト
小
説
。
乙
武
洋
匡
と
三
浦
瑠
麗
の
対
話
集
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

老舗書店がアッパーウエ

ストサイドに２号店出店

Strand Book Store

観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
老
舗

書
店
「
ス
ト
ラ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク

ス
ト
ア
」
は
、
３
月
に
コ
ロ
ン

バ
ス
街
４
５
０
番
地
（
81
丁
目

と
82
丁
目
の
間
）
に
２
号
店
を

オ
ー
プ
ン
す
る
と
発
表
し
た
。

ス
ト
ラ
ン
ド
は
２
５
０
万
冊

を
超
え
る
中
古
本
と
新
刊
を
扱

っ
て
お
り
、
稀
少
本
も
数
多
く

取
り
揃
え
て
い
る
の
が
特
徴
。

新
店
舗
で
も
書
籍
や
雑
貨
な
ど

巨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵

し
、
著
名
作
家
を
招
い
た
講
演

や
、
週
末
に
子
供
た
ち
の
た
め

の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
す
る
予
定
。

オ
ー
ナ
ー
の
ナ
ン
シ
ー
・

バ

ス
・
ワ
イ
デ
ン
さ
ん
は
「
ス
ト

ラ
ン
ド
の
店
舗
拡
大
と
ア
ッ
パ

ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
地
域
に
従

事
す
る
こ
と
に
興
奮
し
て
い

る
。
皆
さ
ん
に
本
の
楽
し
さ
を

届
け
る
と
い
う
祖
父
と
父
の
遺

志
を
受
け
継
い
で
い
く
」
と
ツ

イ
ー
ト
し
た
。

ナ
ン
シ
ー
さ
ん
の
祖
父
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
氏
が
当
時
50
軒
以

上
も
の
個
人
経
営
の
本
屋
が
軒

を
連
ね
て
い
た
「
書
店
通
り

（
ブ
ッ
ク
・
ロ
ウ
）
」
と
し
て
知

ら
れ
る
４
番
街
に
創
設
し
た
の

は
１
９
２
７
年
の
こ
と
。
そ
れ

か
ら
30
年
後
、
彼
の
息
子
フ
レ

ッ
ド
が
現
在
の
場
所
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
と
12
丁
目
の
角
）
に

店
舗
を
移
転
し
、
今
日
ま
で
本

愛
好
家
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

w
w
w
.strandbooks.com

/

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

世
界
第
３
位
の
経
済
大
国

で
あ
る
日
本
は
、
敵
国
と
み

な
さ
れ
る
ラ
イ
バ
ル
国
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
様
々
な
ビ
ジ

ネ
ス
で
日
本
は
常
に
世
界
と

の
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
ラ
イ
バ
ル
国
の
み
な
ら
ず

同
盟
国
で
す
ら
。
ス
パ
イ
を

日
本
に
送
り
込
み
、
機
密
情

報
を
日
本
か
ら
盗
み
取
っ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

は
世
界
か
ら
喰
い
モ
ノ
に
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
態
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

筆
者
の
日
本
政
府
に
「
政
府

は
仮
想
敵
国
か
ら
の
脅
威
に

つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
深
刻
に
み

て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
「
日
本
に
は
仮
想
敵

国
は
い
な
い
」
即
座
に
切
り

返
さ
れ
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
。
現
在
、
世
界
を
見
渡
す

と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
が
独

自
の
諜
報
機
関
を
備
え
て
い

る
。
国
家
と
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
に
、
外
部

か
ら
の
脅
威
な
ど
に
つ
い
て

き
ち
ん
と
情
報
収
集
を
す
る

の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ

の
中
で
日
本
に
は
現
在
、
外

国
の
よ
う
な
対
外
諜
報
機
関

は
な
く
、
国
境
を
越
え
た
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
活
動
能
力

は
非
常
に
低
い
。

日
韓
問
題
や
人
質
問
題
、

テ
ロ
な
ど
日
本
の
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
能
力
の
低
さ
が
招

い
た
事
件
は
た
く
さ
ん
起
き

て
い
る
が
日
本
は
そ
れ
に
対

し
て
無
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、

諜
報
機
関
は
新
た
な
時
代
に

入
っ
て
い
る
。
す
べ
て
に
情

報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
５
Ｇ
も

普
及
し
だ
し
て
く
る
。
そ
う

な
る
と
す
べ
て
の
情
報
が
簡

単
に
盗
み
出
せ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
危
険
は
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
様
々
な

と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
。

日
本
は
対
外
情
報
機
関
が

な
い
ば
か
り
か
、
国
内
外
で

情
報
活
動
を
で
き
る
サ
イ
バ

ー
工
作
組
織
も
存
在
し
な
い
。

そ
の
中
で
中
国
の
よ
う
な
巧

妙
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
う
け

て
も
誰
も
守
っ
て
は
く
れ
な

い
。
Ｍ
Ｉ
６
の
職
員
が
共
有

す
る
、
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

す
べ
て
疑
っ
て
か
か
り
、
だ

れ
も
信
用
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
が
国
際
情

勢
の
裏
に
あ
る
世
界
の
常
識

な
の
で
あ
る
。
対
外
情
報
機

関
も
、
国
境
を
越
え
て
動
け

る
部
隊
も
な
い
日
本
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
本
当
に
世

界
と
渡
り
合
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
異
一
刻
も
早
く
、
そ

の
間
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討

し
、
何
を
す
べ
き
か
を
議
論

す
べ
き
だ
と
筆
者
の
山
田
敏

弘
氏
は
力
説
す
る

同
書
を
読
み
、
日
本
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
力
、
諜

報
機
関
が
い
か
に
世
界
に
遅

れ
を
取
っ
て
い
る
か
が
よ
く

分
か
っ
た
。
日
本
人
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
で
「
良
い
人
」

が
多
い
。
よ
く
「
性
善
説
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
が
、

本
書
に
記
載
の
通
り
そ
れ
は

世
界
に
は
通
用
し
な
い
。
情

報
を
得
る
た
め
に
身
を
犠
牲

に
し
、
時
に
は
命
を
落
と
す

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

く
ら
い
情
報
と
は
大
切
な
も

の
で
あ
り
世
界
で
は
「
当
た

り
前
」
な
の
で
あ
る
。
日
本

が
世
界
と
渡
り
合
っ
て
い
く

た
め
に
は
よ
り
情
報
に
対
す

る
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
世
界
か

ら
「
な
め
ら
れ
な
い
」
仕
組

み
作
り
が
必
要
だ
と
痛
感
。

筆
者
は
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
米
国
ネ
バ
ダ
大
学
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
卒
。
講

談
社
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
、

『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
ど
で

活
躍
。
著
書
に
『
モ
ン
ス
タ

ー
　
暗
躍
す
る
次
の
ア
ル
カ

イ
ダ
』
（
中
央
公
論
新
社
）
、

『
Ｃ
Ｉ
Ａ
ス
パ
イ
養
成
官
　
キ

ヨ
・
ヤ
マ
ダ
の
対
日
工
作
』

（
新
潮
社
）
な
ど
が
あ
る
。

（
渡
部
将
也
）

日本でスパイが大暗躍
山田 敏弘・著
講談社＋α新書・刊
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海
外
視
点
で
「
日
本
メ
デ
ィ

ア
の
嘘
」
に
迫
る
ド
ラ
マ
「
報

道
バ
ズ
」
で
、
主
人
公
の
元
女

子
ア
ナ
、
和
田
明
日
佳
を
演
じ

る
。
こ
の
２
月
か
ら
ア
マ
ゾ

ン
・
プ
ラ
イ
ム
・
ビ
デ
オ
や

Y
O

U
T

U
B

E

な
ど
10
の
動
画

配
信
サ
イ
ト
で
日
本
配
信
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

作
品
は
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方

や
女
性
の
生
き
方
を
問
う
社
会

派
ド
ラ
マ
で
あ
り
な
が
ら
、
サ

ス
ペ
ン
ス
や
コ
メ
デ
ィ
要
素
も

融
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る

日
本
人
ク
リ
エ
イ
タ
ー
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
、
６
年
の
歳
月
を
か

け
て
製
作
さ
れ
た
。

９
日
、
関
係
者
を
集
め
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
で
米
国
初
の
お
披
露

目
試
写
会
が
行
わ
れ
た
。

ド
ラ
マ
制
作
は
、
テ
レ
ビ
局

が
主
体
に
行
う
の
が
当
た
り
前

の
日
本
で
、
イ
ン
デ
ィ
ー
製
作

者
に
よ
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
一
石
を
投
じ
る
作
品
だ
。

日
本
の
地
上
波
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

と
は
違
っ
た
演
技
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
セ

リ
フ
や
演
出
で
リ
ア
ル
さ
を
追

求
し
た
全
編
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
撮

影
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ド
ラ
マ
。

「
実
際
に
こ
ち
ら
で
長
く
生

活
し
て
い
る
日
本
人
の
人
た
ち

っ
て
、
私
も
含
め
て
（
笑
）
地

道
に
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
る
人

が
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
キ

ラ
キ
ラ
し
て
い
る
の
は
観
光
客

目
線
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
は
置

い
て
お
い
て
、
生
活
者
と
し
て

の
リ
ア
ル
な
つ
ぶ
や
き
な
ど

も
、
ア
ド
リ
ブ
で
は
な
く
て
し

っ
か
り
台
本
に
書
き
込
ま
れ
て

い
て
、
ど
れ
だ
け
素
の
自
分
が

近
付
け
る
の
か
を
意
識
し
た
」

と
い
う
。

本
田
さ
ん
が
演
じ
る
主
人
公

の
和
田
明
日
佳
は
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
番
組
で
「
お
色
気
キ
ャ
ラ
」

と
し
て
し
か
仕
事
を
も
ら
え
な

か
っ
た
元
「
女
子
ア
ナ
」
。
心

機
一
転
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ

リ
会
社
に
再
就
職
し
、
「
嘘
の

な
い
報
道
」
を
モ
ッ

ト
ー
に

芸
能
界
や
政
府
に
つ
い
て
の
ス

ク
ー
プ
を
連
発
す
る
も
の
の
、

「
目
立
つ
女
性
叩
き
」
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、
さ
ら
に
は
自

ら
が
犯
罪
ニ
ュ
ー
ス
の
ネ
タ
と

な
っ
て
し
ま
う
展
開
。

制
作
し
た
の
は
日
本
人
ク
リ

エ

イ

タ

ー

チ

ー

ム

の

「D
errrrruq!!! (

デ
ル
ッ
ク)

」
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
か
ら

き
た
名
前
。
世
代
の
違
う
２
人

の
女
性
と
１
人
の
ゲ
イ
男
性
で

構
成
さ
れ
る
。
監
督
の
川
出
真

理
、
脚
本
家
で
俳
優
の
近
藤
司
、

そ
し
て
本
田
自
身
。
　

早
稲
大
学
在
学
中
に
東
レ
の

水
着
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
で

デ
ビ
ュ
ー
。
同
大
卒
業
後
、
大

手
モ
デ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の

モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
。
建
前
を

脱
ぎ
捨
て
一
人
ひ
と
り
が
あ
り

の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
空
気
に
感
化
さ
れ
来

米
。
現
在
全
米
映
画
俳
優
組
合
、

米
国
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
芸
能
人

組
合
、
舞
台
俳
優
労
働
組
合
に

も
加
盟
し
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
舞
台
で
も
演
じ
る
。
茨

城
県
出
身
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。
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１
９
０
２
年
、
ル
イ
・
カ
ル

テ
ィ
エ
は
ロ
ン
ド
ン
の
ニ
ュ

ー
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
通
り
４
番

地
に
支
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、
弟

の
ピ
エ
ー
ル
・
Ｃ
・
カ
ル
テ
ィ

エ
に
経
営
を
任
せ
る
。
１
９
０

４
年
以
降
、
ル
イ
・
カ
ル
テ
ィ

エ
は
祖
父(

ル
イ
＝
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
カ
ル
テ
ィ
エ)

よ
り
譲
り

受
け
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
へ
の
審
美

眼
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
武
器

に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ロ
シ
ア
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
王
室
御
用
達
を
実
現

し
て
い
く
。
１
８
９
５
年
に
は
、

宝
石
を
爪
留
手
法
で
一
つ
だ
け

は
め
た
ソ
リ
テ
ー
ル
リ
ン
グ
を

発
表
し
た
以
降
、
プ
ラ
チ
ナ
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
よ
る
ソ
リ
テ

ー
ル
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
と

し
て
世
の
女
性
た
ち
の
定
番
と

な
っ
た
が
、
彼
が
持
つ
天
性
の

才
能
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
も
と
よ

り
、
礎
と
な
る
時
計
に
も
現
れ

た
。
宝
石
工
房
と
し
て
出
発
し

た
カ
ル
テ
ィ
エ
の
大
き
な
功
績

は
、
世
界
初
の
男
性
向
け
腕
時

計
を
製
造
し
た
こ
と
に
あ
る
。

当
時
、
時
刻
を
確
か
め
る
の
に

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
入
れ
す
る

懐
中
時
計
が
主
流
だ
っ
た
が
、

彼
の
友
人
で
飛
行
士
の
ア
ル
ベ

ル
ト
・
サ
ン
ト
ス
・
デ
ュ
モ
ン

よ
り
「
操
縦
桿
か
ら
手
を
離
さ

ず
に
時
間
を
確
認
し
た
い
」
と

腕
時
計
製
作
の
相
談
を
受
け
、

彼
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
冠
し
た

角
型
レ
ザ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
腕

時
計
「
サ
ン
ト
ス
」
を
製
造
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
サ
ン
ト

ス
に
続
き
、
タ
ン
ク
、
パ
シ
ャ
、

パ
ン
テ
ー
ル
、
ベ
ニ
ュ
ワ
ー
ル

な
ど
の
名
品
を
生
み
出
し
、
今

で
も
定
番
時
計
と
し
て
世
界
中

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
１
９
１
２
年
以
降
「
時

計
製
造
の
奇
跡
」
と
称
さ
れ
る
、

針
が
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
繋
が
っ
て

お
ら
ず
ク
リ
ス
タ
ル
の
中
に
浮

か
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
魅
惑
の
置
時
計
「
ミ
ス
テ

リ
ー
ク
ロ
ッ
ク
」
を
世
に
だ
す
。

奇
術
師
Ｊ
・
Ｕ
・
ロ
ベ
ー
ル
＝

ウ
ー
ダ
ン
が
考
案
し
、
メ
ゾ
ン

の
時
計
職
人
モ
ー
リ
ス
・
ク
ー

エ
が
数
か
月
に
及
び
完
成
さ

せ
、
カ
ル
テ
ィ
エ
の
手
で
何
度

も
綺
麗
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
。

２
０
０
９
年
、
ス
イ
ス
に
時

計
専
門
の
自
社
工
房
を
設
立
し

て
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
設
計
・

製
造
か
ら
時
計
の
組
み
立
て
を

一
貫
し
て
自
社
で
行
う
マ
ニ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
を
開
始
す
る
。

自
社
の
好
み
や
デ
ザ
イ
ン
に
合

う
よ
う
な
時
計
を
製
造
で
き
る

が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
高

い
技
術
力
と
資
本
力
が

要
求
さ
れ
る
。
そ
の
翌

年
、
新
た
な
男
性
用
の

定

番

と

な

る

カ

リ

ブ

ル
・
ド
ゥ
・
カ
ル
テ
ィ

エ
に
よ
っ
て
、
完
全
自

社
製
造
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
搭
載
し
た
、
本
格
機

械
式
時
計
を
発
表
す
る
。

そ
し
て
カ
ル
テ
ィ
エ
は
他
の
老

舗
時
計
メ
ー
カ
ー
と
遜
色
の
な

い
時
計
製
造
の
歴
史
と
技
術
を

構
築
し
て
行
く
。
ち
な
み
に
、

名
門
ブ
ラ
ン
ド
時
計
メ
ー
カ
ー

の
ロ
レ
ッ
ク
ス
が
創
業
さ
れ
た

の
は
１
９
０
５
年
だ
。

津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

カ
ル
テ
ィ
エ

「
世
界
初
の
男
性
用
腕
時
計
」
３

25

メ
デ
ィ
ア
の
嘘
と
闘
う
記
者
演
じ
る

俳優

本田 真穂さん

http://www.yamagatadental.com
https://www.saranyc.com/
https://www.yogalifewestchester.com/
https://mijikan.blogspot.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

豆
ま
き
行
事
楽
し
む

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
全
日
制
幼
児
ク
ラ
ス
（
高
松

さ
な
え
校
長
）
は
、
３
日
に
節

分
集
会
を
行
っ
た
。

集
会
の
前
半
は
、
紙
芝
居
や

ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
節
分
の
意

味
や
風
習
、
鬼
が
象
徴
し
て
い

る
も
の
を
学
ん
だ
。
後
半
は
い

よ
い
よ
鬼
退
治
。
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
い
う
掛
け
声
を
練

習
し
て
い
る
と
、
太
鼓
の
音
と

と
も
に
腰
み
の
を
付
け
た
青
鬼

が
登
場
し
た
。
迫
力
あ
る
鬼
に

あ
と
ず
さ
り
す
る
子
ど
も
も
い

た
が
、
習
っ
た
ば
か
り
の
掛
け

声
と
と
も
に
新
聞
紙
で
作
っ
た

玉
を
鬼
め
が
け
て
一
生
懸
命
に

投
げ
て
い
た
。
つ
い
に
鬼
が
降

参
す
る
と
、
子
ど
も
達
は
鬼
を

ハ
グ
し
た
り
、
恐
る
恐
る
握
手

を
し
た
り
し
て
鬼
と
の
距
離
を

少
し
ず
つ
縮
め
て
い
っ
た
。
最

後
に
踊
っ
た
「
赤
鬼
と
青
鬼
の

タ
ン
ゴ
」
で
は
、
積
極
的
に
鬼

に
近
づ
い
て
手
を
つ
な
い
で
踊

る
子
ど
も
も
い
た
。
踊
り
終
わ

る
と
、
「
鬼
も
友
達
だ
」
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
に
の
っ

て
、
鬼
は
名
残
惜
し
そ
う
に
教

室
を
あ
と
に
し
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

節
分
集
会
開
く

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
補
習
授
業
校
ウ
ェ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
校
（
片
山
隆
校
長
・

生
徒
数
４
８
０
人
）
の
幼
児
部

は
、
１
日
に
節
分
の
豆
ま
き
を

行
っ
た
。
児
童
た
ち
は
折
り
紙

等
を
使
っ
て
、
豆
を
入
れ
る
升

を
作
成
。
手
作
り
の
升
に
用
意

さ
れ
た
入
り
豆
を
入
れ
て
体
育

館
に
集
合
す
る
と
、
今
年
も
赤

や
青
の
鬼
に
変
装
し
た
保
護
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
金
砕
棒
を
持

っ
て
生
徒
た
ち
の
前
に
登
場
し

た
。
生
徒
た
ち
は
元
気
よ
く

「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」
と
、

豆
を
鬼
に
向
か
っ
て
投
げ
つ

け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
豆
が
な

く
な
っ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
、
１
月

24
日
に
ア
ー
ト
科
移
動
教
室
で

エ
ー
ル
大
学
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
行
っ
た
。

美
術
館
で
は
ま
ず
同
大
学
の

学
芸
員
に
よ
る
ツ
ア
ー
に
参
加

し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
画
や
葛
飾
北
斎
作
の
浮
世
絵

な
ど
を
鑑
賞
し
た
。
学
芸
員
か

ら
絵
の
説
明
を
受
け
た
り
、
絵

を
見
て
感
じ
た
こ
と
や
気
付
い

た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
な
が
ら

「
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

は
と
て
も
楽
し
そ
う
」
「
こ
の

部
分
は
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
見
え
る
ね
。
ラ
イ
ト
の

光
も
差
し
込
ん
で
い
る
よ
！
」

な
ど
、
思
い
思
い
に
感
想
を
も

ち
な
が
ら
鑑
賞
を
し
て
い
た
。

ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
ゴ
ッ
ホ
や

モ
ネ
、
ピ
カ
ソ
な
ど
の
有
名
画

家
の
作
品
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
絵
や
彫
刻
を
見
学
し
た
。

子
供
た
ち
は
一
つ
一
つ
の
作

品
を
見
て
い
た
。
お
気
に
入
り

の
作
品
を
見
つ
け
る
と
し
ば
し

足
を
止
め
、
描
か
れ
て
い
る
物

を
細
部
ま
で
表
現
し
よ
う
と
、

熱
心
に
模
写
し
て
い
る
様
子
も

見
ら
れ
た
。
世
界
的
な
名
画
や

彫
刻
に
触
れ
、
自
ら
の
創
作
意

欲
も
高
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

５
年
生
の
最
後
の
移
動
教
室
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

アート移動教室
NY日本人学校

エール大学アートギャラリーへ

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

（
借
用
校
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
Ｐ
Ｓ

２
６
１
、
児
童
生
徒
数
１
４
３

人
）
は
１
日
、
幼
稚
部
・
初
等

部
合
同
で
恒
例
の
節
分
の
豆
ま

き
を
行
っ
た
。

午
前
中
は
各
ク
ラ
ス
で
無
病

息
災
と
幸
福
を
願
い
、
歳
の
数

よ
り
ひ
と
つ
多
い
節
分
豆
を
食

べ
た
。
ま
た
、
初
め
て
豆
ま
き

に
参
加
す
る
プ
リ
Ｋ
の
児
童
は

「
節
分
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

各
自
で
作
っ
た
可
愛
ら
し
い
鬼

の
お
面
を
か
ぶ
り
、
鬼
に
扮
す

る
保
護
者
と
顔
合
わ
せ
を
し

た
。
午
後
は
中
庭
で
プ
リ
Ｋ
と

２
・
３
年
生
が
第
１
グ
ル
ー

プ
、
Ｋ
１
と
４
・
５
年
生
が
第

２
と
な
り
豆
ま
き
を
行
っ
た
。

「
豆
を
顔
に
向
け
て
投
げ
な
い
」

な
ど
豆
ま
き
の
ル
ー
ル
を
先
生

が
説
明
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に

豆
の
入
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
折
り

紙
の
マ
ス
が
配
ら
れ
る
と
、
児

童
た
ち
は
興
奮
し
た
面
持
ち
で

鬼
の
登
場
を
待
っ
た
。

雄
叫
び
と
共
に
金
棒
を
振
り

上
げ
た
３
匹
の
鬼
が
校
舎
か
ら

出
て
く
る
と
、
児
童
は
一
斉
に

大
き
な
歓
声
を
上
げ
た
。
「
鬼

は
外
！

福
は
内
！
」
と
懸
命

に
掛
け
声
を
出
す
子
、
鬼
を
追

い
か
け
る
子
、
鬼
に
向
か
っ
て

次
々
に
豆
を
投
げ
る
子
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
豆
を
撒
い
た
。
豆

ま
き
の
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
は

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！
」
「
面

白
か
っ
た
！
」
と
感
想
を
話
し

て
い
た
。

節

分

「
鬼
は
外
！
」
と
豆

を
ま
い
て
節
分
体
験
す

る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本

語
学
園
の
児
童
た
ち

節
分
行
事
元
気
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
校
W
校

保
護
者
が
青
鬼
、
赤
鬼
に

http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.joes.or.jp/
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://ze-edu.com
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書
の
散
歩
道

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在
住
者

の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
作

品
原
物
（
返
却
不
可
）
、
ま
た
は
コ
ピ
ー
を
下
記
宛
に
郵

送
す
る
か
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に

E
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
（
英
文

表
記
も
）
。
●
応
募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週

号
に
て
発
表
。
●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞

一
点
を
選
び
、
賞
品
と
し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
協
賛

に
よ
る
米
国
国
内
航
空
券
が
、
第
二
席
お
よ
び
第
三
席

に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ
る
「
熊
野
筆
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
掲
載
作
品
の
学
年
は
応
募
時
の
も

の
で
す
。

■郵送先：

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI

71 W. 47th St. #307 New York, NY10036

■Eメール：nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
カ
ー
ニ
ー
高
２

ア
シ
ュ
リ
ー
　
セ
ラ
ミ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

原
田
　
百
合

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
１

深
作
　
菜
帆

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
２

西
川
　
ゆ
り

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

服
部
　
礼
依

協
賛

広島筆産業株式会社

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
高
３

谷
村
　
紘
美

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
１
月
13

日
、N

orw
alk

市
内
に
あ
る

R
oton

M
iddle

School

を
訪

問
し
学
校
間
交
流
を
行
っ
た
。
　

科
学
、
日
本
語
教
室
、
ア
ー

ト
、
数
学
な
ど
の
授
業
に
参
加

し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
行

動
し
な
が
ら
積
極
的
に
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
１

月
30
日
の
招
待
で
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
「
坊
主

め
く
り
」
を
し
た
り
、
日
本
の

遊
び
体
験
（
お
手
玉
・
け
ん

玉
・
竹
と
ん
ぼ
・
習
字
・
折
り

紙
・
ア
ニ
メ
・
あ
や
と
り
）
や

料
理
体
験
を
行
っ
て
親
交
を
深

め
た
。
交
流
を
終
え
て
生
徒
は

「
準
備
し
て
お
い
た
も
の
が
全

て
で
き
て
良
か
っ
た
」
「
相
手

校
の
生
徒
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

て
嬉
し
か
っ
た
」
と
述
べ
、
充

実
し
た
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

７
年
生
が
学
校
訪
問

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

１
月
19
日
、
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
ハ

ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
て
第
10
回

音
楽
発
表
会
を
開
催
し
た
。

学
園
主
催
の
音
楽
教
室
（
ド

レ
ミ
フ
ァ
ピ
ア
ノ
教
室
、
日
曜

音
楽
教
室
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
音
楽
教
室
）
で
ピ
ア
ノ
や

バ
イ
オ
リ
ン
を
学
ぶ
幼
稚
園
か

ら
中
学
生
ま
で
の
生
徒
の
う
ち

38
人
が
出
演
、
午
前
中
に
は
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
。
本
番
前
、

出
番
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
に
若

干
の
緊
張
は
見
ら
れ
た
が
、
リ

ハ
ー
サ
ル
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
と
振
る
舞

い
は
み
な
堂
々
と
し
て
い
た
。

昨
年
度
か
ら
会
場
を
ハ
ン
タ

ー
カ
レ
ッ
ジ
の
リ
サ
イ
タ
ル
ホ

ー
ル
に
移
し
、
一
流
ピ
ア
ニ
ス

ト
も
使
用
す
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
製
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
を
使
用
。
普
段
と
違
う
ピ

ア
ノ
で
の
演
奏
に
出
演
者
た
ち

か
ら
は
、
「
い
つ
も
よ
り
も
弾

き
や
す
か
っ
た
」
「
音
が
よ
く

伸
び
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。
大
勢
の
観
客
の
前
で
演
奏

し
、
一
流
の
ピ
ア
ノ
に
触
れ
た

経
験
は
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

糧
と
な
っ
た
。
発
表
会
終
了
後

は
、
飲
み
物
と
軽
食
で
音
楽
の

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

ピ
ア
ノ
指
導
は
、
赤
坂
優
介

教
諭
、
内
山
瑞
穂
教
諭
、
武
藤

希
代
江
教
諭
、
バ
イ
オ
リ
ン
指

導
は
、
藤
深
智
教
諭
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
小
百
合
教
諭
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

第
10
回
音
楽
会
を
開
催

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治
校
長
）

中
学
部
は
１
日
、
中
学
部
３
学

年
と
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
４
の

生
徒
を
対
象
に
「
未
来
の
自
分

に
会
い
に
行
こ
う
！
」
と
題
し

た
特
別
授
業
を
行
っ
た
。

講
師
に
同
校
保
護
者
で
ビ
ジ

ネ
ス
経
験
の
豊
か
な
高
橋
雅
美

さ
ん
を
迎
え
、
い
つ
も
の
教
室

と
は
違
う
大
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

だ
中
学
生
た
ち
。
人
気
の
あ
る

ド
ラ
マ
や
漫
画
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
職
業
を
考
え
た
り
、
事
前
の

宿
題
で
挙
げ
た
「
自
分
が
知
っ

て
い
る
職
業
」
を
ず
ら
り
と
張

り
付
け
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

見
な
が
ら
皆
で
意
見
を
出
し
合

っ
た
。
続
い
て
、
最
新
の
中
学

生
人
気
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

気
に
な
る
職
業
を
選
び
、
そ
の

共
通
点
を
見
つ
け
る
作
業
を
通

し
て
自
分
の
興
味
や
将
来
の
仕

事
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
後
、
自

分
が
関
心
の
あ
る
職
業
に
近
づ

く
た
め
の
「
未
来
の
自
分
か
ら

今
の
自
分
へ
」
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
書
く
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

講
師
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
の
も
と
、

学
年
と
コ
ー
ス
を
超
え
て
お
互

い
の
発
言
を
聞
き
な
が
ら
多
様

な
職
業
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
補
習
校

未
来
の
自
分
に
会
う

https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://www.masako-inkyo.com/
http://www.kodomony.org
https://japaneseschool.org
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私
が
初
め
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

を
吹
い
た
の
は
、
５
年
生
の
時

に
、
バ
ン
ド
に
入
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
選
ん
だ
の
は
、
４
年
生
の

時
の
音
楽
の
授
業
で
習
っ
た
リ

コ
ー
ダ
ー
が
気
に
入
っ
た
か
ら

で
す
。 

　
去
年
の
12
月
１
日
、
ス
ク
ラ

ン
ト
ン
市
に
あ
る
メ
リ
ー
ウ
ッ

ド
大
学
で
バ
ン
ド
セ
レ
ブ
レ
イ

シ
ョ
ン
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
54
の
中
学
校
か

ら
、
約
３
０
０
人
の
生
徒
が
集

ま
り
、
レ
ベ
ル
別
に
３
つ
の
バ

ン
ド
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
私

も
学
校
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
か

ら
選
ば
れ
た
の
で
す
が
、
仲
の

い
い
友
達
は
い
な
い
し
、
上
手

に
ふ
け
る
か
と
て
も
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
オ
ー
デ
シ
ョ

ン
の
結
果
、
一
番
上
の
レ
ベ
ル

の
オ
ー
ナ
ー
ズ
バ
ン
ド
に
入
れ

た
と
き
は
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
２
日
間
、

９
時
か
ら
５
時
ま
で
集
中
キ
ャ

ン
プ
を
し
て
、
２
日
目
の
夜
に

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
指
が
赤

く
な
っ
て
、
カ
チ
カ
チ
に
な
る

ほ
ど
に
つ
か
れ
た
け
れ
ど
、
コ

ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
ま
で
、
ず

っ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
と
て
も

楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。 

　
こ
の
体
験
か
ら
、
一
歩
外
に

出
れ
ば
、
も
っ
と
上
手
な
生
徒

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
も
し
来
年
も
参
加

出
来
た
ら
、
今
度
は
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
の
１
番
席
に
座
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

私
の
目
標
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
） 

     

　 

　
⬜�
　
　
⬜�
　
　
⬜�

　
私
の
家
は
散
ら
か
っ
て
い

る
方
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
日
は
我
が
家
の
散
ら

か
っ
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
の
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
お
母
さ
ん
は
料
理
上
手
で

和
食
、
洋
食
、
イ
タ
リ
ア

ン
、
そ
の
他
パ
ン
、
ケ
ー

キ
、
な
ど
い
ろ
ん
な
美
味
し

い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。 

　
し
か
し
大
変
残
念
で
す

が
、
片
付
け
が
下
手
で
す
。

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
私
が

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
一
番

初
め
に
す
る
こ
と
は
キ
ッ
チ

ン
を
ピ
カ
ピ
カ
に
片
付
け
る

こ
と
で
す
。
お
母
さ
ん
は
い

つ
も
と
て
つ
も
な
い
く
ら
い

の
笑
顔
で
「
か
な
ち
ゃ
ん
あ

り
が
と
う
‼�
」
と
毎
日
ニ
コ

ニ
コ
言
い
ま
す
。
そ
の
せ
い

か
、
私
は
キ
ッ
チ
ン
を
片
付

け
る
の
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
キ
ッ
チ
ン
が
綺
麗
に
な

る
と
私
の
心
も
掃
除
さ
れ
た

か
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

さ
に
心
が
晴
天
で
す
！ 

　
た
ま
に
家
に
帰
っ
て
家
中

が
と
て
も
綺
麗
に
掃
除
さ
れ

て
る
と
び
っ
く
り
し
ま
す
。

は
じ
め
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
「
な
ん
で
こ
ん
な
に
綺

麗
な
ん
だ
ろ
う
…
」
と
気
に

な
っ
て
お
母
さ
ん
に
聞
い
て

み
た
ら
、
「
今
日
友
達
が
遊

び
に
来
た
か
ら
綺
麗
に
し
た

ん
だ
よ
ー
。
」
っ
て
い
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
学
校
が
終
わ
り

家
に
帰
り
、
家
が
綺
麗
だ
と

今
日
誰
か
が
来
た
ん
だ
な
っ

て
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
私
の
妹
た
ち
も
同
じ
よ
う

に
は
じ
め
は
驚
い
て
ま
し
た

け
ど
、
慣
れ
て
く
る
と
学
校

か
ら
帰
っ
て
き
て
綺
麗
な
家

を
見
る
と
、
「
今
日
誰
か
き

た
の
？
」
っ
て
聞
き
ま
す
。

そ
う
聞
く
と
、
お
母
さ
ん
は

「
な
ん
で
わ
か
っ
た
の
？
」

と
不
思
議
そ
う
に
言
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
は
掃
除
が
苦

手
な
の
に
人
が
遊
び
に
来
る

と
家
が
綺
麗
に
な
る
ん
で

す
。 

　
今
年
の
八
月
か
ら
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
練
習
で
遅
く

な
っ
て
し
ま
う
私
の
た
め

に
、
妹
が
キ
ッ
チ
ン
を
綺
麗

に
し
て
く
れ
て
ま
し
た
。
母

に
よ
る
と
、
「
か
な
が
帰
っ

て
く
る
！
」
と
言
い
な
が
ら

け
っ
そ
う
を
か
え
て
キ
ッ
チ

ン
を
片
付
け
て
い
た
ら
し
い

で
す
。
こ
れ
は
妹
た
ち
も
綺

麗
に
し
た
い
と
心
を
い
れ
か

え
て
く
れ
た
証
拠
だ
と
前
向

き
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。 

　
最
近
ふ
と
思
う
ん
で
す

が
、
も
し
か
し
た
ら
お
母
さ

ん
は
私
達
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
で
き
な

い
ふ
り
を
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
母
の
お

か
げ
で
き
ち
ん
と
片
付
け
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
の
理

想
の
家
は
小
さ
く
、
綺
麗
な

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
付
き

の
家
で
す
。
家
を
綺
麗
に
す

る
こ
と
で
頭
の
中
が
整
理
さ

れ
て
、
心
も
落
ち
着
い
て
、

周
り
に
い
る
人
の
こ
と
を
思

い
や
り
な
が
ら
過
ご
せ
る
と

私
は
思
い
ま
す
。
整
理
整
頓

は
、
も
の
だ
け
で
は
な
く

て
、
人
間
の
心
を
綺
麗
に
し

て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
自
分

が
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
族
の
み
ん
な
が
楽
し

く
す
ご
せ
る
こ
と
が
嬉
し
い

で
す
。
　
　
（
滞
米
７
年
）
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去
年
の
十
二
月
に
、
私
達
は

日
本
に
一
時
帰
国
し
ま
し
た
。

親
席
の
集
ま
り
が
あ
っ
て
み
ん

な
で
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
い
と
こ
の
ゆ
う
ち
ゃ

ん
の
お
な
か
の
中
に
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
お
母
さ
ん
と

あ
わ
て
て
お
む
つ
ケ
ー
キ
を
作

り
ま
し
た
。
何
で
か
ざ
り
付
け

る
か
相
談
し
な
が
ら
、
ベ
ビ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ン
、
く
つ
下
、
お
も

ち
ゃ
を
選
ん
で
い
る
時
は
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
時
、
よ
ろ
こ
ん
で
く

れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。 

　
ア
メ
リ
カ
に
も
ど
っ
て
き
た

後
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
こ

と
を
聞
き
ま
し
た
。
女
の
子
で

名
前
は
、
「
芽
郁
」
ち
ゃ
ん
で

す
。
初
め
て
写
真
を
見
た
時
、

か
わ
い
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
時

に
お
母
さ
ん
に
、
「
明
日
香

は
、
も
う
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た

ん
だ
よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。 

　
私
の
お
ば
さ
ん
に
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
四
十
五
才
く
ら
い
の
女

の
人
で
す
。
け
れ
ど
、
私
は
十

才
で
す
。
そ
れ
を
考
え
た
ら
、

す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
私

は
お
母
さ
ん
に
、
自
分
が
四
十

五
才
み
た
い
と
言
わ
れ
た
と
思

っ
た
の
で
悲
し
く
な
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
お
ば
さ
ん
と
い

う
の
は
、
法
り
つ
の
中
で
の
よ

び
方
で
、
私
が
年
を
と
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と

を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
安
心
し

ま
し
た
。 

　
来
年
の
四
月
に
は
、
別
の
も

う
二
人
の
い
と
こ
の
赤
ち
ゃ
ん

も
生
ま
れ
る
予
定
で
す
。
ち
ゃ

ん
と
お
世
話
が
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
私
は
も

う
、
り
っ
ぱ
な
お
ば
さ
ん
で

す
。 

　
　
　
（
滞
米
３
年
10
か
月
）

「
私
は
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た
」 

　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
田
　
明
日
香 

「
私
の
理
想
の
家
」 

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
奏 

　
お
ば
あ
さ
ん
と
マ
マ
と
わ
た

し
で
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
い
き
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
お
し
ご
と

を
た
い
け
ん
し
ま
し
た
。
い
ち

ば
ん
た
の
し
か
っ
た
お
し
ご
と

は
、
ぎ
ん
こ
う
い
ん
で
す
。
お

か
ね
の
し
ゅ
る
い
に
わ
け
て
か

ぞ
え
た
の
が
い
ち
ば
ん
た
の
し

か
っ
た
で
す
。 

　
あ
と
、
け
い
さ
つ
か
ん
も
た

の
し
か
っ
た
で
す
。
じ
け
ん
の

は
ん
に
ん
を
つ
か
ま
え
る
た
め

に
、
き
き
こ
み
に
い
き
ま
し

た
。
は
ん
に
ん
に
つ
い
て
し
つ

も
ん
を
し
た
り
、
は
ん
に
ん
の

お
と
し
た
も
の
を
も
っ
て
か
え

っ
て
、
し
も
ん
を
し
ら
べ
た
り

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
お
し
ご
と
の
あ
と
、

お
き
ゅ
う
り
ょ
う
を
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
お
か
ね
で
お
か
い

も
の
を
し
た
り
、
ぎ
ん
こ
う
に

も
あ
ず
け
ま
し
た
。 

　
し
ょ
う
ら
い
、
は
た
ら
く
こ

と
が
た
の
し
み
で
す
。 

　
　
　
（
滞
米
３
年
３
か
月
）

「私の目標」 
　　フィラデルフィア日本語補習授業校日本語継承コース４　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　レオン　華 

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「キッザニア」 
　　　　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小１　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　きたの　じゅんな 
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Do you know the name Fred
Korematsu? During World War II,
Japanese Americans were considered
to be enemy spies, and most were put
into concentration camps, where they
recieved  improper treatment.

"We're Americans. I don't agree
with this improper treatment," said
Fred Korematsu, who was later arrest-
ed and imprisoned.

Korematsu continued fighting
against the country's injustices after
the war. Finally, the United States
officially apologized, and, decades
later, survivors who had been impris-
oned  were paid compensation.

As the years passed, Korematsu
continued his career as a human rights
activist, including advocating for

Islamic Americans who had been
treated similarly in the United States
since the September 11 terrorist
attacks.

In honor of Mr. Korematsu's feat,
California declared January 30, 2010,
Korematsu's birthday, as Fred
Korematsu Day, and forever created
the opportunity to reaffirm the impor-
tance of the state freedom guaranteed
by the Constitution that Korematsu
fought for.

On the East Coast, a movement was
started by Japanese Americans who had
been imprisoned in the concentration
camps to certify the holiday on the East
Coast. In 2017, the city of New York
recognized Fred Korematsu Day.

One of the key players in the move-
ment was Takeshi Furumoto, an owner
of the real estate company  in New
Jersey and New York. Born in one of
the concentration camps during World
War II, Furumoto served in the U.S.
military during the Vietnam War, and
started his real estate business after
retiring.

In addition to his main business,
Furumoto has also worked to improve
the status of Japanese Americans, and to
promote immigration freedom and
equality. As a result of the steady efforts
of Furumoto and his wife, Carroll, Fort
Lee, NJ, where the Furumoto Real
Estate headquarters is located, also cer-
tified Fred Korematsu Day.

The Fred Korematsu Day ceremony
was held on Thursday, January 30, at
Borough Hall. Mayor Mark Sokolich
was urgently absent, but his declaration
was read by Mrs. Carol Furumoto.

Mr. Takeshi Furumoto said, "I am
lucky to have had the opportunity to
start my own business, but many
Japanese Americans died and suffered
in pain before US government admit-
ted. The war was unfair to Japanese
Americans; I want to make advocating
for them my life 's work."

"In New Jersey, not just the town
of Fort Lee, but also the State
Legislature and Governor, enacted Fred
Korematsu Day across the state, like in
California. In the future, we will work
to create a society where immigrant
Americans are not treated unfairly,'' he
said.
(Article and Photo by
ShigeruHisamatsu / Translated by
Masaya Watanabe)

After 44 years, the World Seido
Karate Organization’s Headquarters
(founded by its chairman Tadashi
Nakamura) is moving.  The new, larger

location is conveniently located near
Penn Station and Madison Square
Garden at 252 West 30th Street. Seido
Karate students will be able to practice
on a ground floor with a mezzanine, as
well as a basement.  

Seido Karate’s former dojo on 23rd
Street was vacated at the end of last
year. The organization is making use
of an interim location at 113 West
27th Street (between 6th and 7th
Avenue) until the new facility's
remodeling is complete.

On January 12 at 10 a.m., around
300 passionate karate students worked
up a sweat at Seido’s annual Kagami
Biraki (New Year's Training).  At the
event, Mr. Nakamura gave a speech
for the new year.  His son, Akira
Nakamura, later spoke.  Akira is the
future successor to his father's dojo,
who, along with hanshi Charles
Martin, serves as a judge at Seido’s
yearly anniversary tournament.

The new dojo is expected to open
in June of this year.  Seido Karate’s
students can train at 120 locations
worldwide (including twenty in
Japan).  The organization’s phone
number is unchanged: 212-924-0511.
(Written by Ryoichi Miura /
Translated by Marie Calloway)

WORLD SEIDO
KARATE HQ

Moves Near MSG

Nidaime Akira and 

Kaicho Nakamura

Fred Korematsu
Day in 

Fort Lee, NJ
Mr. Furumoto gave a 

speech at Borough Hall

Mr. Furumoto gave a speech at Borough Hall
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EVENT
■オフ・ブロードウエー・ウィーク＝
23日まで　各劇場、またはウェブサイ
トにて購入する　オフブロードウエー
ミュージカルのチケットが1枚の値段で
2枚購入できる。今年は桂サンシャイン
による落語ショー、ストンプ、ブルー
マンなど32作品が参加する。
詳細は.nycgo.com
■北米トイ・フェアー＝22日〜25日
Jacob K. Javits Center（655 W. 34th St）
Tel:212-710-7438　世界中から1000以
上の業者関係者が集まり、約15万種類
のオモチャやゲームなどを紹介する北
米最大規模の国際玩具見本市。
詳細はwww.toyfairny.com/
■オーキッド・ショー2020＝15日〜4
月 19日 ま で 　 New York botanical
Garden (Bronx River Parkway at
Fordham Road) Tel:718-817-8700　入場
料：＄23、＄20（学生・シニア）＄10

（子供）2歳未満無料　毎春、豪華なオ
ーキッド（蘭）をテーマに沿って展示
する全米最大級のイベント。今回のテ
ーマは「ジェフ・リーサムのカレイド
スコープ（万華鏡）」。さまざまな種類
の蘭を集めて見事な万華鏡を表現する。
詳細はwww.nybg.org
■アイススケート・リンク＝冬季期間
中開催 住所、連絡先、料金は施設によ
って異なる　☆World's Fair Ice Skating
Rink（Flushing Meadows Corona Park,
Queens）Tel:718-271-1996 ☆Rink at
Rockefeller Center（50th St. off 5th
Ave)Tel:212-664-3700 www.rockefeller-
center.com ☆Wollman Rink（Central
Park on 63rd St）Tel:212-439-6900　☆
Lasker Rink, Central Park（107th St）
Tel:212-534-7639　☆Staten Island War
Memorial Ice Skating Rink（Victory
Blvd.,Staten Island）Tel:718-720-1010 ☆
Kat Wollman Rink（East Dr, Prospect
Park, Brooklyn) Tel:718-282-7789 
詳細はwww.nycgovparks.org

MUSIC
■ブルーノート＝23日まで　20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
なる　Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜16日ロベ
ルタ・ガンバリーニほか／18日〜23日

本紙掲載の記事、写真の無断転

載を禁じます。本紙に掲載された
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

429

YouTubeで聴く

カ
諸
国
で
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

ザ
・
ビ
ー
ジ
ー
ズ
の
歌
声
が
心

に
沁
み
る
。
動
画
で
は
最
後
に

大
人
に
な
っ
た
現
代
の
メ
ロ
デ

ィ
が
映
画
を
振
り
返
っ
て
い
る

の
で
必
見
も
の
。

ビル・フリッセル・トリオほか　　　
詳細はwww.bluenote.net/
■2019年〜2020年カーネギーホール・
コンサート＝25日まで　時間、料金はア
ーティストによって異なる　Carnegie
Hall (881 7th Ave) Tel:212-247-7800　ク
ラシック音楽、オペラ、リサイタルから
ポピュラーな軽音楽やジャズまで多彩な
音楽を紹介する。出演: 19日〜21日、23
日、24日オルケストル・レボリューショ
ネル・エ・ロマンティック／25日ジュリ
アード・オーケストラ
詳細はwww.carnegiehall.org/
■ニューヨーク・フィルのオープン・リ
ハーサル＝27日　9:45　Avery Fisher
Hall (10 Lincoln Center Plaza) Tel: 212-
875-5818  料金:＄22　ニューヨークフィ
ルのコンサート当日の朝に行われる最終
リハーサルを一般公開。本公演とは違う
緊迫感があり、音楽ファンにとっては裏
舞台を垣間見られる絶好の機会となる。
詳細はhttp://nyphil.org
■アメリカン・ソングブック・シリーズ
2020＝29日まで　時間と入場料、会場
はアーティストによって異なる Frederic
P.　Rose Hall（Broadway & 60th St）Tel:
212-721-6500　ブルーグラス、コンテ
ンポラリーカントリー、ロック、クラシ
ックジャズ、ブロードウェー、キャバレ
ーなど20世紀から今日までアメリカで誕
生した多様なジャンルの音楽を紹介する。
詳細はwww.lincolncenter.org
■メトロポリタン・オペラ2019-2020シ
ーズン＝5月9日まで　公演は日曜を除く
毎日、時間は曜日や公演によって異なる
Metropolitan Opera House (Lincoln Center)
Tel:212-362-6000 料金：＄30〜＄480
新演出作品は「ポーギーとベス」「アク
ナーテン」、「ボッツェック」、「アグリッ
ピーナ」、「さまよえるオランダ人」の5
作品。レパートリーは「マクベス」、「椿
姫」、「トスカ」、「ラ・ボエーム」など。
オペラ初心者からオペラ通まで楽しめる
ラインナップ。　　詳細はwww.met-
opera.org

DANCE&THEATER
■ニューヨークシティ・バレエ2019年
〜2020年冬季シーズン＝3月1日まで
時間は曜日によって異なる David Koch
Theater（20 Lincoln Center）Tel: 212-
870-5570 入場料: $35〜$200　７つのテ
ーマ「オール・バランシン」「バランシ

ン＋ペック」「ストラビンスキーとバラ
ンシン」「ニュー・コンビネーションズ」

「クラシックNYBI」「クラシックNYBⅡ」
とフルレングスの「白鳥の湖」に分かれ
て上演。　　詳細はwww.nycballet.com/
■第23回ニューヨーク国際子供映画祭
2020＝21日〜3月15日まで　上映日や時
間、料金、会場は映画によって異なる
日本からの参加作品は渡辺歩監督作品

「海獣の子供」（2019年）、大工原章監督
の伝説となった「少年猿飛佐助」（1959
年）、岩井澤健治作品「音楽」（2019年）
のアニメ３作品と、塚本連平監督の「今
日も嫌がらせ弁当」（2019年）の映画。
詳細はnyicff.org/

ART
■イン・ザ・カンパニー・オブ・ハロル
ド・プリンス展＝3月31日まで Publ ic
Library for Performing Arts (40 Lincoln
Center Plaza) 入場無料　今年他界した
ブロードウェーミュージカル界の巨匠、
ハロルド・プリンスの手掛けた作品と、
ミュージカル自体が彼の生涯そのもので
あったことを検証する展示。　　　
詳細はwww.nypl.org/
■蝶の温室＝5月25日まで　American
Museum of Natuaral History（200
Central Park West）Tel：212-769-
5100　入場料：＄23　＄18（学生・シ
ニア）＄13（２歳〜12歳）熱帯植物の
生い茂る温室に、色とりどりのチョウ
500種 が 舞 う 。 　 　 　 詳 細 は
www.amnh.org/
■T・レックス／究極の捕食者＝8月9日
まで　American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Tel： 212-769-5100　 入 場 料 ： ＄ 28
＄22.50（学生・シニア）＄16.50（２歳
〜12歳）創立150年を迎える同館の記念
展。T・レックスの孵化から成長までの
等身大モデルをはじめ、バーチャル・リ
アリティなど生態系を科学的に分析した
展示。　　　　詳細はwww.amnh.org/
■京都展＝9月20日まで　Metropolitan
Museum of Art (1000 Fifth Ave) Tel:212-
535-7710　入場料：＄25　＄17シニア
＄12　12歳未満無料（NY州居住者及び、
NJ、NJ、CT州の学生は任意額。要IC提
示）京都にまつわる絵画、茶室、鎧兜、
陶磁器、能衣装などを集めた、古都の昔
から現代までの展示品で紹介する。
詳細はhttps://metmuseum.org

『
小
さ
な
恋
の
メ
ロ

デ
ィ
』
は
１
９
７
１
年

の
イ
ギ
リ
ス
映
画
。
少

年
少
女
の
恋
を
瑞
々
し

く
描
く
。
イ
ギ
リ
ス
と

ア
メ
リ
カ
で
は
ヒ
ッ
ト

し
な
か
っ
た
が
、
同
じ

く
71
年
に
公
開
さ
れ
た

日
本
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
と
日
本
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
は
先
月
、
２
０

２
０
年
「
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
の
日
本
選
手
団
が

開
会
式
の
入
場
行
進
や
、
式
典

な
ど
で
着
用
す
る
公
式
服
を
発

表
。
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
う
。

開
会
式
用
の
セ
ッ
ト
は
、
白

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
赤
の

パ
ン
ツ
。
１
９
６
４
年
、

東
京
大
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
意
識
し
た
と

い
う
。

64
年
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、

赤
ブ
レ
ザ
ー
に
白
パ
ン
ツ
だ
っ

た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
の
石
津
謙

介
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
う
の

が
通
説
。

ご
本
人
は
否
定
し
て
い
た

し
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
社
員
も
知
ら
な
か

っ
た
。
わ
た
し
が
そ
の
話
を
直

接
聞
い
た
の
は
10
年
ほ
ど
経
っ

て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
赤
ブ
レ
ザ
ー
を
初

め
て
手
に
し
た
。
生
地
は
フ
ラ

ノ
で
は
な
く
、
も
っ
と
重
量
感

の
あ
る
平
織
り
（
厚
手
マ
ッ
ト

ウ
ー
ス
？
）
だ
っ
た
。
そ
し
て

テ
ー
ラ
ー
仕
立
て
な
の
を
初
め

て
知
る
。
小
さ
な
「
○
○
洋
品

店
」
の
マ
ー
ク
と
、
生
地
を
提

供
し
た
と
思
わ
れ
る
「
△
△
毛

織
」
の
大
き
な
織
ネ
ー
ム
が
付

い
て
い
た
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

312：2020 オリンピックの公式服

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
内
田
玲
子
と

チ
ェ
ロ
奏
者
花
岡
伸
子
（
し
ん

こ
）
の
二
人
が
３
月
12
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
か
ら
カ
ー
ネ
ギ

ー
・
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
ホ

ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
「
バ
ッ
ハ

か
ら
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
ま
で
ー
チ

ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
名
手
」
を
開

催
す
る
。

内
田
は
ソ
ロ
と
室
内
楽
で
活

躍
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
・
コ
ー
と
録
音
し
た

「
ス
ト
リ
ン
グ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ

ク
」
は
２
０
０
９
年
度
の
グ
ラ

ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
。
一
方
、
花
岡
は
英
国
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
初

の
日
本
人
奏
者
と
し
て
同
楽
団

で
長
年
活
躍
し
た
。

演
目
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
「
前

奏
曲
と
ア
レ
グ
ロ
」
、
シ
ュ
ー

マ
ン
「
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア
レ
グ

ロ
」
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
チ
ェ

ロ
ソ
ナ
タ
」
を
二
人
で
演
奏
す

る
ほ
か
、
花
岡
氏
が
バ
ッ
ハ

「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
１
番
」

を
独
奏
す
る
。

チ
ケ
ッ
ト
50
ド
ル
。
詳
細
は

w
w

w
.carnegiehall.org

小
さ
な
恋
の
メ
ロ
デ
イ

ザ
・
ビ
ー
ジ
ー
ズ

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
名
手
カ
ー
ネ
ギ
ー
で

内田玲子と
花岡伸子
3月12日公演

薄
氷
や
光
の
つ
ぶ
て
窓
を
打
つ

太
田
風
子

仁
王
像
怒
顔
に
も
春
来
た
る

角
谷
妙
子

猛
禽
の
捉
え
し
空
や
春
兆
す

亀
田
種
子

モ
ノ
ク
ロ
の
大
地
突
き
上
げ
フ
キ
ノ
ト
ウ

斉
藤
テ
リ
ー

ひ
た
す
ら
に
昼
は
寝
て
い
る
恋
の
猫

さ
く
は
ら

あ
や

hoshinoshim
a819@

gm
ail.com

星
の
島
句
会

「表に出ろいっ！」英語版　One Green Bottle

ラ・ママ実験劇場で２月29日から８公演

日本演劇界を牽引する劇作家・演出家・役者の野田秀樹さんが舞
台「ワン・グリーン・ボトル」（「表に出ろいっ！」）英語版を２月
29日（土）から３月８日（日）までニューヨークのラ・ママ実験劇
場（東４丁目66番地）で公演する。同劇場は、70年代に寺山修司作
品を上演するなど、日本の現代演劇や実験的な作品を米国にいち早
く紹介してきた劇場だ。
■公演期間：２月29日(土)から３月８日(日) まで。開演時刻は月曜
から土曜が午後７時、日曜午後５時、火曜休演。
■会場：ラ・ママ実験劇場（Ellen Stewart Theatre/La MaMa
Experimental Theatre Club http://lamama.org/）
■住所：東４丁目66番地（66 East 4th Street /between Bowery &
Second Avenue) ■交通機関：地下鉄Ｆトレイン・２番街駅、Ｒト
レイン・８番通り駅、６番トレイン・アスタープレイス駅）■チケ
ット料金：35ドル、学生・シニア30ドル＋設備費１ドル。ボックス
オフィス（建物内メザニン階１）は開演１時間前にオープン。■電
話による購入　212-352-3101詳細はウェブサイト　lamama.org

写真・篠山紀信 内田玲子 花岡伸子

http://jweeklyusa.com
http://www.easeny.com/
http://op-ed.jp
https://www.birdsofpreymovie.com/
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Ｄ
Ｃ
コ
ミ
ッ
ク
ス
「
ス
ー

サ
イ
ド
・
ス
ク
ワ
ッ
ド
」
の

実
写
映
画
（
２
０
１
６
年
）

か
ら
の
ス
ピ
ン
オ
フ
作
品
で

主
役
は
ハ
ー
レ
イ
・
ク
イ
ン
。

ハ
ー
レ
イ
は
元
精
神
科
医

で
患
者
だ
っ
た
ス
ー
パ
ー
ビ

ラ
ン
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
と
恋
に

落
ち
た
女
性
。
ジ
ョ
ー
カ
ー

の
影
響
を
た
っ
ぷ
り
受
け
道

化
師
的
要
素
満
載
の
か
な
り

狂
っ
た
キ
ャ
ラ
だ
。

物
語
は
ハ
ー
レ
イ
が
ジ
ョ

ー
カ
ー
と
破
局
し
た
こ
と
で

彼
の
保
護
を
失
い
、
ゴ
ッ
サ

ム
シ
テ
ィ
ー
で
生
き
残
る
た

め
に
敵
と
戦
い
大
い
に
暴
れ

ま
く
る
、
と
い
う
設
定
。

ハ
ー
レ
イ
に
は
「
ス
ー
サ

イ
ド
・
ス
ク
ワ
ッ
ド
」
同
様
、

マ
ー
ゴ
・
ロ
ビ
ー
が
前
に
も

増
し
て
狂
気
の
女
ジ
ョ
ー
カ

ー
を
演
じ
る
。
も
と
も
と
企

画
は
ロ
ビ
ー
自
身
が
ワ
ー
ナ

ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
持
ち
掛

け
た
も
の
で
自
ら
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
に
名
を
連
ね
、
監
督
、

脚
本
、
キ
ャ
ス
ト
の
ほ
と
ん

ど
が
女
性
と
い
う
ウ
ー
マ
ン

パ
ワ
ー
炸
裂
の
作
品
。

ハ
ー
レ
イ
と
姉
妹
の
盃
を

交
わ
す
面
々
は
ロ
ー
ジ
ー
・

ペ
レ
ス
、
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
ウ
イ
ン
ス
テ
ッ
ド
、

ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
ス
モ
レ
ッ

ト
＝
ベ
ル
ら
。
ゴ
ッ
サ
ム
・

シ
テ
ィ
ー
で
名
の
売
れ
た
犯

罪
組
織
の
親
玉
ブ
ラ
ッ
ク
・

マ
ス
ク
に
は
ユ
ア
ン
・
マ
ク

レ
ガ
ー
。
監
督
の
キ
ャ
シ

ー

・

ヤ

ン

は

コ

メ

デ

ィ

「D
ead

Pigs

」
（
18
年
）
で
注

目
を
浴
び
本
作
が
ハ
リ
ウ
ッ

ド
メ
ジ
ャ
ー
・
デ
ビ
ュ
ー
の

中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
。

ジ
ョ
ー
カ
ー
と
ブ
レ
イ
ク

ア
ッ
プ
し
た
ハ
ー
レ
イ
は
心

の
傷
を
抱
え
な
が
ら
も
こ
れ

か
ら
は
自
身
で
身
の
安
全
を

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ラ

ッ
ク
・
マ
ス
ク
に
追
い
詰
め

ら
れ
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で

あ
る
取
引
を
す
る
。
彼
か
ら

ダ
イ
ヤ
を
盗
ん
だ
少
女
カ
サ

ン
ド
ラ
を
捕
ま
え
引
き
渡
す

こ
と
だ
。
し
か
し
、
カ
サ
ン

ド
ラ
と
過
ご
す
う
ち
に
、
心

の
迷
い
が
生
じ
る
。

並
行
し
て
男
社
会
の
不
公

平
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
ゴ

ッ
サ
ム
シ
テ
ィ
ー
警
察
の
刑

事
レ
ニ
ー
（
ペ
レ
ス
）
、
両
親

を
マ
フ
ィ
ア
に
殺
さ
れ
復
讐

の
鬼
と
な
っ
た
ヘ
レ
ナ
（

ウ

ィ
ン
ス
テ
ッ
ド
）
ら
と
結
束

を
組
む
こ
と
に
な
り
強
固
な

シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
が
誕
生
す

る
。衣

装
も
ア
ク
シ
ョ
ン
も
カ

ラ
フ
ル
そ
の
も
の
で
「
ジ
ョ

ー
カ
ー
な
ん
て
く
そ
く
ら
え
｝

と
ば
か
り
に
狂
気
の
全
開
ぶ

り
が
見
も
の
。
１
時
間
44
分
。

Ｒ
。

（
明
）

狂
気
の
世
界
は
カ
ラ
フ
ル
に

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

Birds of Prey

ブラック・マスクに立ち向かうハーレイ（ロビー、中央）と仲間たち

P
h
o
to

 : C
la

u
d
e
tte

 B
a
riu

s/W
a
rn

e
r B

ro
s. P

ictu
re

s

挾
間
美
帆
Ｎ
Ｙ

グ
ラ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演

グ
ラ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
日
本
人
ジ
ャ
ズ
作
曲
家

の
挾
間
美
帆
が
、
自
身
の
率
い

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
を
25
日

（
火
）
と
26
日
（
水
）
の
二
日

間
、
午
後
７
時
30
分
と
９
時
30

分
の
４
回
、
ジ
ャ
ズ
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
（
東
27
丁
目
１
１
６
番

地
）
で
開
催
す
る
。

狭
間
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

m
_u
n
it

の
最
新
ア
ル
バ
ム

「D
ancer

in
N
ow
here

」
が

今
回
の
第
62
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
の

最
優
秀
ラ
ー
ジ
ジ
ャ
ズ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ア
ル
バ
ム
部
門
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
狭
間
は
国
立

音
楽
大
学
お
よ
び
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
音
楽
院
卒
業
。
こ
れ
ま
で
に

山
下
洋
輔
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
な
ど
へ
作
曲

作
品
を
提
供
。
ま
た
、
坂
本
龍

一
、
鷺
巣
詩
郎
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
題
名
の

な
い
音
楽
会
」
な
ど
へ
多
岐
に

わ
た
り
編
曲
作
品
を
提
供
し
て

い
る
。

チ
ケ
ッ
ト
は
電
話
２
１
２
・

５
７
６
・
２
２
３
２
、
ま
た
は

w
w
w
.jazzstandard.com

/
?event=20200225

第
２
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア

ジ
ア
映
画
祭
冬
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
が
14
日
か
ら
16
日
ま
で
チ
ェ

ル
シ
ー
Ｓ
Ｖ
Ａ
シ
ア
タ
ー
（
西

23
丁
目
３
３
３
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
今
年
は
、
映
画
を
通

し
て
食
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
当
て
た
。
日
本
か
ら
は
２

作
品
が
上
映
さ
れ
る
。
▽
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
（
伊
丹
十
三
、
１
９

８
５
、
日
本
、
１
１
４
分
）
（

T
A
M
P
O
P
O

＝
15
日
（
土
）

午
後
１
時
。
繁
盛
す
る
ラ
ー
メ

ン
店
を
作
る
た
め
の
助
っ
人
と

店
の
常
連
客
と
女
主
人
の
織
り

成
す
ド
ラ
マ
＝
写
真
下
＝
▽

「
最
初
の
晩
餐
」
（
常
盤
司
郎
、

2
0
1
9

、
日
本
、
１
２
７
分
）

T
H
E
F
IR
ST
SU
PPE

R

＝

16
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
。

父
の
訃
報
を
受
け
て
集
ま
っ
た

家
族
、
父
が
ノ
ー
ト
に
残
し
た

料
理
を
食
べ
な
が
ら
父
と
の
時

間
を
思
い
返
す
と
、
過
去
の
秘

密
や
抑
圧
さ
れ
た
感
情
が
表
に

出
て
く
る
。
オ
ム
ラ
イ
ス
か
ら

味
噌
汁
、
サ
バ
の
フ
ラ
イ
ま
で
、

日
本
の
家
庭
料
理
を
美
し
く
華

や
か
に
見
せ
る
＝
写
真
上
＝
。

詳
細
は
電
話
２
１
２
・
５
９

２

・

２

９

８

０

、

詳

細

は

w
w
w
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（23）　［広　告］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）2月15日（土）
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